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参加者プロフィール 

 

  上上村村  綾綾美美  ささんん  

白新中学校 ⇒ 新潟高等学校理数科 ⇒ 東京大学理科三類 

中学１年生から能開センター新潟校に入会し，中学卒業まで在籍。 

高校 1 年生から高校卒業まで能開センター白山駅前校に在籍。 

 

 

色色川川  翔翔  君君  

紫竹山小学校 ⇒ 附属新潟中学校 ⇒ 新潟高等学校理数科 

小学 5 年生から能開センター新潟校に入会し，中学卒業まで在籍。 

高校 1 年生から能開センター白山駅前校に在籍中。 

 

仁仁村村  信信哉哉  

能開センター新潟校責任者。全国最難関中学・高校受験を担当。 

上村さんを中学 1 年生から 3 年間，色川君を中学 2 年生から 2 年 

間数学を担当。 

 

 

佐佐野野  雅雅人人  

20 年以上に渡り，能開センター高校部にて，最難関大クラス・ 

難関大クラス・国公立医学部医学科の数学を担当。 

上村さんの数学を３年間担当し，現在色川君の数学を担当。 

1 

 

2025 年度，能開センターの 2 名（上村綾美さん 東京大学理科三類合格 東京大学入学式総代，

色川翔君 新潟高校理数科合格 新潟高校入学式総代）が“入学式総代”を務めました。 

この度，その 2 名の「総代対談」が実現。『能開通信 増刊号』として，対談の模様をお

伝えします。 

以下，上村さんは“上”，色川君は“色”と略して表記させていただきます。 

なお，聞き手は，能開センター新潟校 仁村（略記“仁” 小中学部で 2 人を担当），能開セ

ンター白山駅前校 佐野（略記“佐” 高校部で 2 人を担当）が務めます。 
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色色
��
当当
日日
、、
早早
めめ
にに
行行
��
てて
リリ
ハハ
��
ササ
ルル
をを
しし
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
自
己
評
価
は
？ 

 

色色
��
まま
ああ
、、
上上
出出
来来
だだ
��
たた
んん
じじ
��
なな
いい
でで
すす
かか･･････

。。  
 

佐
�
周
囲
の
反
応
は
ど
う
だ
�
た
？  

 

上上
��
家家
族族
にに
はは「「
ああ
んん
たた
らら
しし
いい
ねね
」」とと
言言
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

大大
学学
でで
でで
きき
たた
友友
達達
にに
はは
言言
��
てて
なな
かか
��
たた
のの
でで
、、

「「
はは
��･･････

？？  

ああ
んん
たた
何何
しし
てて
んん
のの･･････

？？
」」みみ
たた
いい

にに
言言
わわ
れれ
てて･･････

。。〈〈
新新
入入
生生
総総
代代
〉〉
のの
名名
前前
をを
見見
たた

時時
にに
「「
夢夢
見見
てて
るる
かか
とと
思思
��
たた･･････

」」
とと
かか
言言
わわ
れれ
まま

しし
たた
。。
でで
もも
、、
初初
めめ
てて
会会
うう
人人
たた
ちち
もも
私私
のの
顔顔
をを
見見

てて
、、「「
ああ
、、
総総
代代
のの
人人
でで
しし
��
？？
」」
みみ
たた
いい
にに
、、
スス
タタ

��
トト
がが
ププ
ララ
スス
かか
らら
始始
まま
るる
かか
らら
、、よよ
かか
��
たた
でで
すす
。。  

 

色色
��
そそ
れれ
結結
構構
分分
かか
りり
まま
すす
。。部部
活活
とと
かか
でで
もも
、、最最
初初
そそ
のの

話話
題題
かか
らら
入入
るる
かか
らら
話話
しし
やや
すす
かか
��
たた
。。
ああ
とと
、、
周周

りり
のの
友友
達達
はは
「「
良良
かか
��
たた
よよ
」」
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
でで
しし

たた
。。  

 

佐
�
じ
�
あ
、
や
�
て
損
は
な
い
と
？ 

 

色色
��
はは
いい
。。
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。  

    

佐
�
変
な
話
、
お
礼
と
か
あ
る
の
？ 

 

色色
��
なな
いい
でで
すす･･････

。。  
  

上上
��
でで
もも
、、「「
学学
⾧⾧
とと
握握
手手
がが
でで
きき
るる
なな
んん
てて･･････

！！
」」みみ
たた

いい
なな
ここ
とと
をを
周周
りり
かか
らら
言言
わわ
れれ
てて
、、「「
ああ
ああ
、、そそ
れれ
がが
、、

謝謝
礼礼
なな
のの
かか
なな
とと･･････

。。
ああ
とと
、、
学学
部部
⾧⾧
とと
１１
回回
おお
話話

がが
でで
きき
るる
��
てて
いい
うう
のの
がが
名名
誉誉
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
なな

��
てて
いい
るる
らら
しし
いい
でで
すす
。。  

                

� 

志
望
校 
� 

  

佐
�
い
つ
頃
決
め
ま
し
た
？
「
新
潟
高
校
に
し
よ
う
」「
東

大
理
三
に
し
よ
う
」
�
て
。 

 
 

色色
��
新新
潟潟
高高
校校
はは
、、
県県
外外
にに
出出
よよ
うう
��
てて
発発
想想
がが
ああ
んん
まま

りり
なな
かか
��
たた
のの
でで
、、「「
県県
内内
かか
なな
」」
��
てて
なな
��
たた
時時
、、
一一

番番
レレ
ベベ
ルル
高高
いい
とと
ここ
でで
��
てて
感感
じじ
でで
しし
たた
。。  

 

佐
�
周
り
に
は
、結
構「
県
外
」�
て
い
う
声
も
あ
�
た
？ 

 

色色
��
なな
んん
かか
僕僕
たた
ちち
のの
学学
年年
そそ
んん
なな
にに
県県
外外
行行
くく
人人
いい
なな

くく
てて
、、
そそ
れれ
もも
ああ
��
てて
県県
内内
にに
しし
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
上
村
さ
ん
は
県
外
の
高
校
へ
の
選
択
肢
は
な
か
�

た
？ 

 

上上
��
ココ
ロロ
ナナ
のの
時時
でで
、、
私私
はは
県県
外外
受受
けけ
たた
かか
��
たた
んん
でで
すす

けけ
どど
、、「「
多多
分分
受受
かか
��
てて
もも
行行
かか
なな
いい
のの
にに
、、
いい
わわ
ゆゆ

るる
〈〈
勲勲
章章
取取
りり
〉〉
みみ
たた
いい
なな
ここ
とと
をを
すす
るる
のの
はは
どど
うう

なな
のの
？？
」」
��
てて
いい
うう
風風
にに
親親
にに
もも
言言
わわ
れれ
てて･･････

。。
喧喧

嘩嘩
しし
たた
ああ
げげ
くく
「「
じじ
��
、、
いい
いい
よよ
！！
」」
��
てて
。。  

 

仁
�
こ
の
年
は
、県
外
の
高
校
を
受
験
す
る
�
て
こ
と
を
、

叩
か
れ
る
�
て
い
う
雰
囲
気
が
強
か
�
た･･･

。 
 

上上
��
入入
試試
のの
たた
めめ
だだ
けけ
にに
外外
にに
出出
るる
のの
？？  

みみ
たた
いい
なな
。。  
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� 

総
代 

� 

 

佐
�
総
代
選
出
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

上上
・・
色色
��
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。  

 

佐
�
ど
ん
な
風
に
伝
え
ら
れ
た
の
？ 

 

上上
��
私私
はは
合合
格格
発発
表表
かか
らら
４４
日日
後後
のの
朝朝
にに
電電
話話
がが
かか
かか
��

てて
きき
てて
、、
最最
初初
はは
何何
かか
〈〈
入入
学学
手手
続続
きき
〉〉
をを
ミミ
スス
��

てて
、、
怒怒
らら
れれ
るる
んん
だだ
とと
思思
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
そそ
れれ

がが「「
新新
入入
生生
総総
代代
のの
挨挨
拶拶
をを
しし
てて
もも
らら
ええ
まま
せせ
んん
かか
」」

��
てて
いい
うう
電電
話話
でで
しし
たた
。。  

 

佐
�
断
れ
る
よ
う
な
状
況
な
の
？ 

 

上上
��
私私
はは
断断
れれ
なな
いい
でで
すす
しし
、、
断断
るる
つつ
もも
りり
もも
なな
かか
��
たた

んん
でで
引引
きき
受受
けけ
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
断断
るる
人人
もも
いい
るる
みみ

たた
いい
でで
すす
。。
候候
補補
にに
挙挙
がが
��
たた
のの
はは
女女
子子
ばば
かか
りり
だだ

��
たた
らら
しし
いい
でで
すす
。。 

 

佐
�
女
性
に
し
た
か
�
た
の
か
な･･･

？ 
 

上上
��
そそ
うう
らら
しし
いい
でで
すす
。。去去
年年
もも
女女
子子
でで
、、そそ
のの
前前
男男
子子
だだ

��
たた
みみ
たた
いい
でで
すす
けけ
どど
。。  

 

佐
�
色
川
君
は
？ 

 
 色色

��
僕僕
はは
合合
格格
者者
オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
��
シシ
��
ンン
のの
時時
にに
、、
教教
室室

戻戻
��
てて
きき
たた
らら
教教
室室
のの
外外
にに
呼呼
ばば
れれ
てて
、、「「
入入
学学
式式
でで

挨挨
拶拶
しし
てて
くく
れれ
まま
せせ
んん
かか
」」
みみ
たた
いい
にに
言言
わわ
れれ
まま
しし

たた
。。  

 

佐
�
色
々
と
条
件
は
付
け
ら
れ
る
の
？「
何
分
間
ぐ
ら
い
」

「
何
文
字
ぐ
ら
い
」「
こ
ん
な
内
容
で
」
と
か･･･

。 
 

上上
��
例例
年年
のの
過過
去去
３３
年年
分分
のの
デデ
��
タタ
をを
渡渡
ささ
れれ
てて
、、「「
大大
体体

ここ
れれ
ぐぐ
らら
いい
のの
⾧⾧
ささ
((
千千
文文
字字
かか
らら
二二
千千
文文
字字
ぐぐ
らら

いい
))
でで
」」「「
内内
容容
はは
ああ
なな
たた
にに
任任
せせ
るる
んん
だだ
けけ
どど
、、
１１

年年
生生
らら
しし
くく
フフ
レレ
��
シシ
��
なな
感感
じじ
でで
」」
��
てて
ここ
とと
だだ

けけ
はは
言言
わわ
れれ
まま
しし
たた
。 

  佐
�
そ
れ
を
チ
�
�
ク
さ
れ
て
？ 

上上
��
何何
回回
かか
色色
んん
なな
人人
がが
チチ
��
��
クク
しし
てて
くく
れれ
てて
、、
とと
いい

うう
感感
じじ
でで
しし
たた
。。  

 

佐
�
当
日
は
リ
ハ
を
し
て
？ 

 

上上
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。  

 

佐
�
自
己
評
価
は
？ 

 

上上
��
まま
ああ
悪悪
くく
なな
いい
かか
なな
とと
思思
��
てて
まま
すす
しし
、、
別別
にに
やや
らら

なな
きき
��
よよ
かか
��
たた
なな
とと
はは
思思
��
てて
なな
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

夏夏
のの
集集
中中
講講
義義
でで
AAII
にに
つつ
いい
てて
もも
学学
んん
だだ
らら
、、「「
今今
、、

第第
４４
次次
人人
工工
知知
能能
ブブ
��
ムム
がが
もも
うう
来来
てて
るる
」」
みみ
たた
いい

なな
話話
がが
ああ
��
てて
、、「「
私私
がが
第第
３３
次次
��
てて
言言
��
ちち
��
��
たた

かか
らら
、、乗乗
りり
遅遅
れれ
てて
るる
かか
なな
」」とと
、、ちち
��
��
とと
気気
まま
ずず

いい
かか
なな
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。 

 

佐
�
色
川
君
に
は
、
何
か
あ
�
た
？
「
制
限
」
と
か
「
こ

ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
か
。 

 

色色
��
僕僕
のの
場場
合合
はは
、、
過過
去去
何何
年年
分分
かか
をを
渡渡
ささ
れれ
てて
、、
紙紙
にに

「「
ここ
ここ
にに
収収
まま
るる
範範
囲囲
でで
書書
いい
てて
くく
だだ
ささ
いい
」」
��
てて

感感
じじ
でで
しし
たた
。。
去去
年年
のの
もも
のの
をを
参参
考考
にに
しし
つつ
つつ
、、
下下

書書
きき
をを
書書
いい
てて
、、
担担
当当
のの
先先
生生
にに
見見
せせ
てて
、、
ちち
��
��

とと
修修
正正
がが
入入
��
たた
��
てて
感感
じじ
でで
すす
。。
直直
接接
字字
数数
とと
かか

内内
容容
指指
定定
はは
ささ
れれ
てて
はは
いい
なな
いい
けけ
どど
、、
例例
年年
のの
もも
のの

をを
ああ
るる
程程
度度
参参
考考
にに
しし
てて
とと
いい
うう
感感
じじ
でで
しし
たた
。。  

  佐
�
リ
ハ
�
サ
ル
は
あ
�
た
の
？ 
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学学
部部
やや
他他
大大
学学
のの
ここ
とと
もも
色色
々々
考考
ええ
まま
しし
たた
。。
そそ
んん

なな
私私
のの
姿姿
をを
見見
てて
、、
親親
はは
そそ
れれ
でで
結結
構構
困困
��
てて
たた
みみ

たた
いい
なな
んん
でで
すす
けけ
どど･･････

。。  でで
、、
最最
後後
のの
高高
校校
でで
のの
三三
者者

面面
談談
でで
もも
揉揉
めめ
てて
、、
時時
間間
をを
優優

にに
オオ
��
ババ
��
しし
てて･･････

。。
昨昨
日日

母母
にに
聞聞
いい
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
私私

はは
記記
憶憶
がが
なな
いい
んん
でで
すす
がが
、、
共共

通通
テテ
スス
トト
一一
週週
間間
前前
ぐぐ
らら
いい

にに
、、
私私
がが
「「
ここ
れれ
はは
私私
がが
戦戦
わわ

なな
いい
とと
いい
けけ
なな
いい
ここ
とと
だだ
かか

らら
。。
自自
分分
でで
決決
着着
をを
つつ
けけ
なな
いい
とと
いい
けけ
なな
いい
かか
らら
、、

理理
三三
をを
受受
けけ
るる
」」
��
てて
言言
��
たた
らら
しし
いい
でで
すす
。。「「
医医
学学

をを
やや
りり
たた
いい
」」
��
てて
気気
持持
ちち
がが
ああ
るる
のの
にに
、、
点点
数数
がが

足足
りり
なな
いい
かか
らら
とと
いい
うう
理理
由由
でで
やや
めめ
るる
のの
はは
、、
自自
分分

のの
中中
でで
嫌嫌
だだ
��
たた
のの
でで
、、
共共
通通
テテ
スス
トト
一一
週週
間間
前前
にに

最最
終終
的的
にに
決決
めめ
たた
らら
しし
いい
でで
すす
。。 

 

佐
�
共
テ
一
週
間
前
、
そ
ん
な
感
じ
だ
�
た
よ
ね
。 

 

上上
��
白白
山山
駅駅
前前
校校
行行
くく
たた
びび
にに
毎毎
回回
なな
んん
かか
言言
��
てて
まま
しし

たた
よよ
ねね
。。「「
どど
うう
しし
よよ
うう
、、
どど
うう
しし
よよ
うう
」」
��
てて
。。 

 

佐
�
ど
う
で
す
か
？ 

今
、
聞
い
て
。 

 

色色
��
ここ
れれ
かか
らら
のの
未未
来来
がが
見見
ええ
なな
いい
中中
でで
、、
最最
初初
かか
らら
一一

番番
高高
いい
レレ
ベベ
ルル
目目
指指
すす
��
てて
いい
うう
のの
はは
、、
なな
んん
かか
すす

ごご
いい
なな･･････

とと
。 

 

佐
�
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
派
な
の
？ 

 

色色
��
いい
やや･･････

、、
必必
要要
なな
とと
ここ
ろろ
にに
石石
橋橋
をを
作作
るる
��
てて
感感
じじ

でで
すす
かか
ねね
。。
行行
きき
たた
いい
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
れれ
ばば
、、
細細
いい
石石

橋橋
でで
ああ
��
てて
もも
、、
まま
ああ
、、
渡渡
れれ
れれ
ばば
いい
いい
かか･･････

みみ
たた

いい
なな
。 

 

佐
�
な
る
ほ
ど
ね
。
も
う
、
当
た
�
て
砕
け
る
。 

 

上上
��
もも
うう
決決
めめ
たた
らら
、、まま
ああ「「
橋橋
がが
なな
かか
��
たた
らら
泳泳
ぐぐ
かか
」」

ぐぐ
らら
いい
のの
勢勢
いい
でで
。。
石石
橋橋
とと
かか
作作
��
てて
るる
暇暇
はは
、、
いい

つつ
もも
ああ
るる
とと
はは
限限
らら
なな
いい
しし
。。
もも
うう
落落
ちち
てて
もも
泳泳
いい

でで
渡渡
るる
しし
かか
なな
いい･･････

みみ
たた
いい
なな
。。  

 

佐
�
で
も
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
覚
悟
が
な
い
と
理
三
な
ん
て

受
験
で
き
な
い
よ
ね･･･

。 
 

上上
��
はは
いい･･････

最最
後後
はは
、、
受受
けけ
るる
かか
受受
けけ
なな
いい
かか
でで
ずず
��

とと･･････

。。  
  

佐
�
ま
あ
、

100
名
だ
か
ら
ね･･･

。
自
信
も
�
て
理
三
を

受
け
て
る
人
な
ん
て
一
握
り
だ
よ
な･･･

。 
 

上上
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。冠冠
模模
試試((
東東
大大
模模
試試
やや
京京
大大
模模
試試
とと
いい

うう
風風
にに
特特
定定
のの
大大
学学
名名
のの
つつ
いい
たた
模模
擬擬
試試
験験
))
でで
、、

ずず
��
とと
ＡＡ
判判
定定
みみ
たた
いい
なな
人人
はは
覚覚
悟悟
をを
決決
めめ
るる
のの
もも

早早
いい
とと
思思
うう
けけ
どど
、、
普普
通通
のの
人人
たた
ちち
、、
特特
にに
地地
方方
のの

人人
たた
ちち
はは
「「
結結
構構
迷迷
��
たた･･････

」」
とと
かか
「「
一一
浪浪
はは
覚覚
悟悟

しし
てて
たた･･････

」」
とと
かか
言言
��
てて
まま
しし
たた
。 

佐
�
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
派
の
人
た
ち
を
ち
�
�
と
安
心

さ
せ
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
、
完
璧
に
解
く
必
要
は
な

い
ん
だ
よ
ね
？ 

 

上上
��
はは
いい
。。
当当
然然
、、
満満
点点
なな
んん
てて
基基
本本
取取
れれ
なな
くく
てて
、、
いい
かか

にに
取取
れれ
るる
点点
数数
をを
もも
ぎぎ
取取
るる
かか･･････
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ

でで
すす
ねね
。。重重
要要
なな
のの
はは
、、いい
かか
にに「「
私私
はは
ここ
のの
問問
題題
のの

本本
質質
をを
分分
かか
��
てて
まま
すす
！！
」」
��
てて
いい
うう
のの
をを
採採
点点
官官

にに
アア
ピピ
��
ルル
すす
るる
かか
だだ
かか
らら
、、
完完
答答
をを
本本
当当
はは
目目
指指

すす
べべ
きき
なな
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
完完
答答
でで
きき
なな
くく
てて
もも
受受
かか

るる
時時
はは
受受
かか
るる
らら
しし
いい
でで
すす
。。  

 

佐
�

440
点
満
点
だ
よ
ね
？ 

大
体

350
、
60
で
安
心
？ 

 

※ 

東
京
大
学
理
科
三
類
の
入
試
配
点
は
、
共
通
テ
ス

ト
は

1000
点
を

110
点
に
圧
縮
し
、個
別
試
験(
２
次

試
験
)
は
、
国
80
点
、
数

120
点
、
理
科
(
２
科
目

計
)

120
点
、
英

120
点
の
計

440
点
で
す
。 

 上上
��
今今
年年
はは
ちち
��
��
とと
最最
低低
点点
低低
くく
てて

226688
でで
、、たた
まま
にに
危危

なな
いい
年年
もも
ああ
るる
けけ
どど
、、基基
本本
はは

330000
点点
をを
目目
指指
せせ
！！
らら

しし
いい
でで
すす
。 

 

色色
��
やや
��
たた
ここ
とと
なな
いい
かか
らら
、、
実実
感感
がが
湧湧
かか
なな
いい･･････

。。  
 

佐
�
確
か
に
。
で
も
、「
立
ち
向
か
お
う
！
」
�
て
い
う
意

識
が
な
い
と
無
理
だ
よ
ね
、
多
分
。 

 

上上
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。そそ
れれ
はは
、、受受
験験
一一
般般
にに
共共
通通
しし
てて
いい
るる

5 

佐
�
あ
あ･･･

な
る
ほ
ど･･･

。 
 

仁
�
み
ん
な
受
け
づ
ら
い
年
だ
�
た
ん
だ
よ
ね･･･

。途
中

で
諦
め
た
の
は
上
村
さ
ん
だ
け
じ
�
な
く
、
結
構
い
た
。 

  上上
��
多多
分分
、、県県
外外
受受
験験
でで
きき
たた
とと
しし
てて
もも
、、家家
のの
ここ
とと
をを
考考

ええ
るる
とと
、、
どど
��
ちち
にに
しし
ろろ
県県
内内
にに
なな
��
たた
とと
はは
思思
うう

しし
、、能能
開開
のの
みみ
んん
なな
もも「「
県県
内内
にに
すす
るる
かか
」」��
てて
言言
��

てて
たた
しし
、、
私私
はは
中中
学学
がが
みみ
んん
なな
とと
違違
��
たた
かか
らら
「「
高高

校校
でで
一一
緒緒
にに
なな
れれ
たた
らら
いい
いい
なな
」」
くく
らら
いい
のの
、、
結結
構構

ララ
イイ
トト
なな
感感
じじ
でで
志志
望望
しし
まま
しし
たた
。 

 

佐
�
じ
�
あ
「
も
う
新
潟
高
校
だ
」
�
て
決
め
た
の
は
、

そ
ん
な
に
早
い
時
期
か
ら
で
は
な
い
と
？ 

 

色色
��
はは
いい
。。もも
うう
中中
３３
にに
なな
��
たた
ぐぐ
らら
いい
でで
すす
ねね
、、多多
分分
。。  

 

佐
�
そ
こ
ま
で
は
あ
ん
ま
り
「
ど
の
高
校
」
と
か
�
て
、

強
い
意
識
が
あ
�
た
わ
け
で
は
な
い
？ 

 

色色
��
はは
いい
。。  

 

佐
�
上
村
さ
ん
は
決
定
早
か
�
た
？ 

 

上上
��
ああ
んん
まま
りり
考考
ええ
たた
記記
憶憶
がが
なな
くく
てて･･････

。。
中中
３３
にに
なな
��

てて
、、「「
最最
難難
関関
いい
つつ
まま
でで
やや
るる
のの
？？  

公公
立立
高高
対対
策策
のの

方方
にに
移移
るる
のの
？？
」」
��
てて
なな
��
たた
時時
、、
考考
ええ
なな
きき
��
いい

けけ
なな
くく
なな
��
てて
。。
志志
望望
校校
のの
最最
終終
決決
定定
にに
つつ
いい
てて
書書

くく
みみ
たた
いい
なな
のの
がが
ああ
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
そそ
のの
段段
階階

でで
やや
��
とと
、、
ちち
��
んん
とと
親親
とと
もも
話話
しし
合合
��
てて
��
てて
感感

じじ
でで
しし
たた
。。  

 

佐
�
周
囲
の
み
ん
な
、
そ
ん
な
感
じ
？ 

 

仁
�
最
終
決
定
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
だ
と
は
思
う
ん
で
す

け
ど
、
２
人
は
ち
�
�
と
事
情
が
違
い
ま
す
ね
。 

色
川
君
は
サ
�
カ
�
を
頑
張
り
た
い
�
て
い
う

の
が
強
か
�
た
の
で
、
そ
の
高
校
入
試
と
か
受
験
勉

強
�
て
い
う
よ
り
は
勉
強
も
や
り
つ
つ
だ
け
ど
、
サ

�
カ
�
も
頑
張
り
た
い
�
て
い
う
の
で
、
な
ん
か

「
入
試
」
と
か
「
高
校
」
�
て
の
は
あ
ん
ま
り
会
話

に
出
て
こ
な
か
�
た
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。 

上
村
さ
ん
は
、「
受
験
に
向
け
て
」と
い
う
よ
り
、

「
問
題
へ
の
探
求
」
�
て
い
う
イ
メ
�
ジ
の
方
が
強

く
て
、
知
ら
な
い
こ
と
と
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
友

達
同
士
や
自
分
で
調
べ
た
り
し
て
い
る
�
て
い
う

姿
が
印
象
に
残
�
て
い
て
、
ど
ち
ら
も
あ
ん
ま
り
高

校
入
試
と
い
う
も
の
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
意
識
し

て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
ね･･･

。 

色
川
君
は
、
こ
ち
ら
が
特
に
誘
導
し
な
く
て
も
、

「
必
要
な
ら
や
る
し
、
必
要
な
け
れ
ば
や
ら
な
い
し
」

み
た
い
な
感
じ
で
、
上
村
さ
ん
は
、
も
う
単
純
に
知

ら
な
い
こ
と
を
知
�
て
い
く
�
て
の
が
目
的
で
、
そ

れ
が
高
校
入
試
に
出
る
出
な
い
と
か
じ
�
な
く
、
知

り
た
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
を
知
�
て
い
こ

う
�
て
い
う
意
識
が
強
か
�
た
印
象
が
あ
り
ま
す

ね
。 

 
佐
�
そ
ん
な
上
村
さ
ん
が
理
三
に
決
め
た
の
は
？  

 

上上
��
まま
ずず
高高
１１
のの
時時
にに
「「
学学
校校
のの
勉勉
強強
がが
ちち
��
��
とと
ぬぬ
るる

いい
んん
じじ
��
なな
いい
かか
」」
��
てて
いい
うう
風風
にに
、、
親親
もも
感感
じじ
てて

たた
みみ
たた
いい
でで
、、「「
ここ
のの
まま
まま
だだ
とと
、、
何何
でで
もも
いい
いい
��
てて

思思
��
てて
しし
まま
うう
んん
じじ
��
なな
いい
のの･･････

？？
」」みみ
たた
いい
にに
言言

わわ
れれ
たた
のの
でで
、、
能能
開開
をを
続続
けけ
なな
がが
らら
、、
ああ
るる
予予
備備
校校

のの
映映
像像
講講
座座
でで
のの
予予
習習
もも
やや
��
てて
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

そそ
れれ
もも「「
ああ
んん
まま
りり
早早
くく
なな
いい
なな･･････

」」とと
感感
じじ
てて･･････

。。  

そそ
のの
塾塾
はは
、、
塾塾
生生
だだ
とと
１１
、、
２２
年年
生生
のの
時時
はは
模模
試試

をを
無無
料料
でで
受受
けけ
らら
れれ
るる
かか
らら
、、
親親
かか
らら
「「
夏夏
のの
東東
大大

模模
試試
をを
受受
けけ
てて
みみ
てて
、、
打打
ちち
のの
めめ
ささ
れれ
てて
みみ
たた
らら
いい

いい
んん
じじ
��
なな
いい
？？
」」
みみ
たた
いい
にに
提提
案案
ささ
れれ
てて
、、
受受
けけ

てて
みみ
たた
んん
でで
すす
がが
、、
数数
学学
はは
まま
ずず
まま
ずず
でで
、、
英英
語語
もも

まま
ああ
まま
ああ
得得
意意
だだ
��
たた
んん
でで
結結
構構
でで
きき
てて
、、
国国
語語
もも

悪悪
くく
なな
かか
��
たた
。。
理理
科科
はは
生生
物物
をを
解解
いい
てて
、、
意意
外外
とと

でで
きき
そそ
うう
��
てて
感感
じじ
。。  

そそ
れれ
でで
、、
決決
しし
てて
天天
上上
人人
じじ
��
なな
いい
とと
解解
けけ
なな
いい

よよ
うう
なな
入入
試試
じじ
��
なな
くく
、、「「
がが
��
つつ
りり
取取
りり
組組
めめ
ばば
行行

けけ
るる
やや
つつ
なな
んん
だだ･･････

」」
みみ
たた
いい
にに
思思
��
てて
、、
そそ
れれ
かか

らら
ずず
��
とと
、、「「
とと
りり
ああ
ええ
ずず
志志
望望
がが
決決
まま
るる
まま
でで
はは

〈〈
理理
三三
〉〉
��
てて
書書
いい
てて
おお
ここ
うう
」」
みみ
たた
いい
にに
なな
��
てて

いい
まま
しし
たた
。。  

がが
、、
高高
２２
後後
半半
ぐぐ
らら
いい
かか
らら
受受
験験
生生
とと
しし
てて
本本
気気

でで
模模
試試
にに
取取
りり
組組
むむ
よよ
うう
にに
なな
るる
とと
、、
判判
定定
もも
ああ
んん

まま
りり
良良
くく
なな
いい
しし
、、「「
すす
ごご
いい
数数
学学
がが
でで
きき
るる
！！
」」

��
てて
感感
じじ
でで
もも
なな
かか
��
たた
かか
らら
、、
ああ
まま
りり
深深
くく
考考
ええ

ずず
、、
点点
数数
がが
足足
りり
なな
いい
かか
らら
理理
三三
をを
受受
けけ
るる
のの
はは
やや

めめ
たた
いい
みみ
たた
いい
にに
思思
��
ちち
��
��
てて
。。
そそ
ここ
かか
らら
、、
他他

6 5
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子子
とと
かか
もも
いい
るる
かか
らら
、、
そそ
のの
子子
たた
ちち
がが
持持
��
てて
くく
るる

教教
材材
をを
一一
緒緒
にに
見見
てて
、、「「
いい
やや
、、ここ
れれ
はは
否否
定定
だだ
かか
らら
」」

とと
かか
「「
ここ
れれ
はは
比比
較較
でで
」」
とと
かか
言言
��
てて
たた
のの
がが
記記
憶憶

にに
残残
��
てて
まま
すす
ねね
。。  

 

佐
�
徹
底
的
に
文
法
を
叩
き
込
ま
れ
る
？ 

 
 上上

��
そそ
れれ
はは
もも
うう
、、
先先
生生
ごご
存存
知知
のの
通通
りり
。。  

 

佐
�
性
に
合
�
て
た
？ 

 

色色
��
はは
いい
。。そそ
うう
でで
すす
ねね
。。本本
当当
にに
必必
要要
なな
文文
法法
のの
全全
体体
像像

をを
教教
ええ
てて
くく
れれ
るる
感感
じじ
なな
んん
でで
。。
はは
いい
。。  

 

佐
�
東
大
の
英
語
と
か
に
も
直
結
す
る
感
じ
？ 

 

上上
��
受受
験験
英英
語語
��
てて
いい
うう
かか
、、
英英
語語
全全
般般
のの
素素
養養
がが
いい
いい

感感
じじ
にに
なな
��
てて
くく
るる
とと
、、
受受
験験
英英
語語
はは
超超
ええ
るる
べべ
きき

大大
きき
なな
壁壁
とと
いい
うう
よよ
りり
はは
、、
自自
分分
がが
そそ
のの
３３
年年
間間
ＨＨ

先先
生生
かか
らら
学学
んん
だだ
ここ
とと
をを
ちち
��
んん
とと
アア
ウウ
トト
ププ
��
トト

でで
きき
るる
かか
どど
うう
かか
でで
しし
かか
なな
くく
なな
るる
のの
でで
。。  

 

色色
��
今今
まま
でで
、、「「
ここ
れれ
��
てて
入入
試試
でで
使使
ええ
んん
のの
かか
なな･･････

」」とと

思思
いい
なな
がが
らら
授授
業業
をを
受受
けけ
てて
いい
たた
のの
でで
、、
今今
のの
話話
、、

聞聞
けけ
てて
良良
かか
��
たた
でで
すす
。。  

 

上上
��
ここ
のの
後後
、、
演演
習習
にに
なな
��
てて
、、
ＨＨ
先先
生生
のの
準準
備備
ささ  

れれ
てて
くく
るる
昔昔
のの
古古
きき
良良
きき
受受
験験
問問
題題
をを
解解
いい
てて
、、  

「「
なな
？？  

解解
けけ
るる
よよ
うう
にに
なな
��
てて
るる
だだ
ろろ
？？
」」
みみ  

たた
いい
にに
なな
��
てて
いい
くく
よよ
。 

     

�
閑
話
休
題
� 

� 

新
生
活 

� 

  

佐
�
じ
�
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
話
を
元
に
戻
し
て
。
一
人
暮
ら

し
は
ど
う
で
す
か
？ 

 

上上
��
いい
やや･･････

ちち
��
��
とと
駄駄
目目
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
でで
すす
。。  

 

佐
�
何
が
駄
目
な
の
？ 

 

上上
��
すす
べべ
きき
でで
はは
なな
かか
��
たた
とと
思思
��
てて
。。  

 

佐
�
で
も
、
一
人
暮
ら
し
し
な
い
こ
と
に
は･･･

。 
 

上上
��
はは
いい･･････

そそ
うう
なな
んん
でで
すす
けけ
どど･･････

。。  

「「
新新
潟潟
でで
生生
まま
れれ
てて
東東
京京
にに
出出
るる
��
てて
、、
ここ
うう
いい
うう
ここ

とと
なな
のの
かか･･････

」」
とと
、、
しし
みみ
じじ
みみ
とと
感感
じじ
てて
まま
すす
。。  

佐
�
５
�
月
じ
�
慣
れ
な
い
？ 
 

上上
��
大大
学学
生生
活活
やや
友友
達達
関関
係係
とと
かか
はは
いい
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

一一
人人
でで
暮暮
らら
すす
部部
分分
がが
ずず
��
とと
やや
ばば
くく
てて･･････

。。もも
うう
、、

そそ
のの
毎毎
月月
周周
期期
的的
にに
「「
私私
なな
んん
でで
ここ
ここ
にに
いい
るる
んん
だだ

ろろ
うう
」」「「
なな
んん
でで
ここ
のの
部部
屋屋
にに
いい
るる
んん
だだ
ろろ
うう
」」
みみ
たた

いい
なな
、、「「
なな
んん
でで
私私
はは
ここ
ここ
にに
一一
人人
なな
んん
だだ
ろろ
うう
」」
��

てて
いい
うう
時時
期期
がが
絶絶
対対
にに
来来
まま
すす･･････

。。洗洗
濯濯
とと
かか
じじ
��

なな
くく
てて
、、
部部
屋屋
にに
ココ
ロロ
ココ
ロロ
をを
かか
けけ
るる
とと
かか
、、
ベベ
��

ドド
メメ
イイ
キキ
ンン
ググ
をを
すす
るる
とと
かか
、、
そそ
うう
いい
うう
細細
かか
いい
とと

ここ
ろろ
でで
神神
経経
がが
すす
りり
減減
��
てて･･････

みみ
たた
いい
なな
。 

         

佐
�
そ
う
な
の･･･

？ 
 

上上
��「「
授授
業業
のの
合合
間間
にに
何何
かか
しし
なな
きき
��
」」
とと
かか
「「
オオ
ンン
ララ
イイ

ンン
授授
業業
のの
合合
間間
のの
時時
間間
にに
はは
洗洗
濯濯
をを
しし
なな
きき
��
」」
みみ

たた
いい
なな
、、
生生
活活
がが
まま
まま
なな
らら
なな
いい
とと
いい
うう
かか･･････

。。
今今

まま
でで
何何
もも
しし
てて
なな
かか
��
たた
かか
らら･･････

。。
でで
もも
、、
私私
だだ
けけ

じじ
��
なな
くく
てて
、、
結結
構構
みみ
んん
なな
言言
��
てて
まま
すす
よよ
。。  

 

佐
�
５
�
月
じ
�
慣
れ
な
い
か･･･

。 
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ここ
とと
なな
のの
かか
なな
とと
思思
いい
まま
すす
。。
うう
んん
。。  

      

� 

新
生
活 
� 

  

佐
�
こ
れ
か
ら
ど
う
な
�
て
い
く
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。 

よ
し
、
じ
�
あ
話
題
を
変
え
て
、
入
学
後
約
５
�

月
、
新
生
活
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？ 

 

色色
��
慣慣
れれ
たた
��
てて
いい
うう
感感
覚覚
はは
ああ
まま
りり
なな
いい
でで
すす
がが
、、
友友

達達
はは
でで
きき
たた
しし
、、
授授
業業
のの
内内
容容
もも
理理
解解
でで
きき
なな
いい
とと

ここ
ろろ
はは
ああ
まま
りり
なな
くく
、、
まま
ああ
大大
丈丈
夫夫
なな
んん
でで
すす
けけ

どど･･････

。。
部部
活活
もも
楽楽
しし
いい
でで
すす
しし
。。
たた
だだ
、、
中中
学学
とと
違違

��
てて
、、
予予
習習
とと
復復
習習
をを
ちち
��
んん
とと
やや
らら
なな
きき
��
いい
けけ

なな
いい
のの
をを
、、
ああ
んん
まま
りり
でで
きき
てて
なな
いい
しし
、、
提提
出出
物物
関関

係係
もも
ちち
��
��
とと
危危
なな
いい
しし･･････

、、出出
しし
てて
なな
いい
やや
つつ
もも

ああ
るる
しし･･････

でで
。。
ちち
��
��
とと
そそ
��
ちち
がが
危危
なな
いい
かか

なな･･････

��
てて
感感
じじ
でで
すす
。。  

 

佐
�
部
活
は
勉
強
の
足
を
引
�
張
る
ほ
ど
で
は
な
い
？ 

 

色色
��
やや
��
ぱぱ
りり
時時
間間
はは
作作
れれ
なな
くく
なな
るる
んん
でで
、、
そそ
のの
点点
はは

結結
構構
痛痛
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
つつ
いい
てて
いい
けけ
なな
くく
なな
るる
まま

でで
はは
、、
まま
ああ
頑頑
張張
ろろ
うう
かか
なな
とと
。。  

 

佐
�
提
出
物
を
出
さ
な
い
と
か
�
て
い
う
の
は
ど
こ
ら
辺

に
関
わ
�
て
く
る
の
？ 

 

上上
��
私私
もも
提提
出出
物物
、、
張張
れれ
てて
なな
かか
��
たた
んん
でで･･････

。。  
 

佐
�
出
し
て
な
い
の
も
あ
る
？ 

 
 

上上
��
ああ
りり
まま
しし
たた･･････

。。  
 

仁
�
出
さ
な
い
と
な
ん
か
ま
ず
い
こ
と
は
あ
る
の･･･

？ 
 

上上
��
別別
にに
なな
かか
��
たた
よよ
うう
なな･･････

。。
テテ
スス
トト
でで
でで
きき
なな
くく
なな

��
たた
らら
自自
己己
責責
任任
だだ
しし
、、
提提
出出
物物
をを
出出
すす
出出
ささ
なな
いい

でで
テテ
スス
トト
のの
点点
数数
がが･･････

��
てて
ここ
とと
もも
特特
にに
なな
いい
でで

すす
かか
らら
。。  

 
佐
�
テ
ス
ト
で
で
き
れ
ば
特
に
問
題
な
し･･･

？ 
 

上上
��
なな
いい
んん
じじ
��
なな
いい
でで
しし
��
うう
かか
。。私私
のの
時時
はは
、、そそ
もも
そそ

もも
そそ
んん
なな
にに
提提
出出
をを
急急
かか
すす
先先
生生
はは
多多
くく
なな
かか
��
たた

でで
すす
けけ
どど
、、何何
人人
かか「「
ちち
��
んん
とと
提提
出出
しし
なな
ささ
いい
！！
」」

��
てて
先先
生生
はは
いい
るる
かか
らら
、、
そそ
のの
先先
生生
にに
ささ
ええ
怒怒
らら
れれ

なな
けけ
れれ
ばば･･････

��
てて
感感
じじ
でで
すす
かか
ねね
。。  

 

※※  

ここ
のの
後後
、、しし
ばば
らら
くく
ここ
ここ
にに
はは
載載
せせ
らら
れれ
なな
いい
よよ
うう
なな
、、

高高
校校
のの
先先
生生
にに
つつ
いい
てて
のの
２２
人人
のの
会会
話話
がが
続続
きき･･････  

   

 

少
�
�
閑
話
� 

  � 

白
山
駅
前
校
�
英
語
�
先
生
�
染
�
�…

 

� 

 

しし
ばば
らら
くく
、、
高高
校校
のの
英英
語語
のの
先先
生生
のの
話話
題題
でで
２２
人人
はは
盛盛

りり
上上
がが
りり･･････  

 

佐
�
や
�
ぱ
り
白
山
駅
前
校
の
英
語
の
先
生
(
以
下
、
Ｈ

先
生
)
色
�
て
の
は
浸
透
す
る
も
の
？ 

 

上上
��
ここ
れれ
かか
らら
どど
んん
どど
んん
もも
��
とと
染染
みみ
込込
んん
でで
いい
くく
とと
思思

いい
まま
すす
よよ
。。 

 

佐
�
染
み
込
ん
で
き
た
？ 

 

上上
��
東東
大大
・・
京京
大大
・・
難難
関関
大大
医医
学学
部部
クク
ララ
スス
��
てて
ここ
とと
でで
、、

人人
数数
がが
絞絞
らら
れれ
てて
いい
くく
ここ
とと
にに
よよ
��
てて
、、
残残
るる
人人
がが
よよ

りり
濃濃
くく
((
？？
))
なな
��
てて
いい
くく
感感
じじ･･････

。。  

高高
校校
でで
はは
、、
ああ
まま
りり
文文
法法
のの
説説
明明
をを
しし
てて
くく
だだ
ささ
らら

なな
いい
先先
生生
もも
いい
らら
��
しし
��
��
てて
、、
たた
だだ
、、
そそ
うう
いい
��
たた

先先
生生
はは
内内
容容
説説
明明
とと
かか
がが
すす
ごご
くく
面面
白白
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

そそ
のの
先先
生生
のの
授授
業業
がが
終終
わわ
��
たた
後後
にに
「「
いい
やや
、、
ここ
れれ
絶絶

対対
〈〈
間間
接接
疑疑
問問
〉〉
じじ
��
んん
」」
とと
かか
��
てて
、、
そそ
のの
ププ
リリ
ンン
トト

教教
材材
をを
持持
ちち
寄寄
��
てて
、、
ああ
まま
りり
文文
法法
事事
項項
にに
触触
れれ
らら
れれ

なな
かか
��
たた
そそ
のの
教教
材材
にに
対対
しし
てて
、、
能能
開開
生生
５５
人人
ぐぐ
らら
いい

でで
ココ
ソソ
ココ
ソソ
やや
るる
��
てて
いい
うう
のの
がが
楽楽
しし
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。

ＨＨ
先先
生生
のの
授授
業業
をを
受受
講講
しし
てて
なな
くく
てて
もも
文文
法法
がが
好好
きき
なな  

  
  

8 7



10 

仁
�
勉
強
は
今
の
方
が
大
変
な
ん
だ
？ 

 

上上
��
普普
段段
のの
授授
業業
はは
全全
然然
大大
変変
じじ
��
なな
いい
しし
、、
大大
丈丈
夫夫
なな

んん
でで
すす
けけ
どど
、、
テテ
スス
トト
勉勉
強強
にに
なな
るる
とと･･････

。。
先先
生生
にに

質質
問問
にに
もも
行行
けけ
なな
いい
しし
、、「「
なな
んん
だだ
ここ
れれ
？？
」」
みみ
たた
いい

なな
問問
題題
をを
一一
生生
やや
らら
ささ
れれ
てて
るる
よよ
うう
なな
感感
覚覚
にに
なな
りり

まま
すす
。。  

 

佐
�
学
校
の
先
生
と
か
塾
の
先
生
に
質
問
す
る
�
て
も
の

と
は
違
う
も
ん
ね･･･

。 
 

上上
��
先先
生生
にに
よよ
��
てて
解解
きき
方方
とと
かか
公公
式式
のの
名名
前前
とと
かか
もも
違違

��
てて
、、
ああ
んん
まま
りり
他他
のの
先先
生生
にに
聞聞
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
なな

くく
てて
、、
孤孤
独独
なな
戦戦
いい
をを
強強
いい
らら
れれ
るる
みみ
たた
いい
なな･･････

。。  
 

佐
�
高
校
で
頑
張
�
て
き
た
勉
強
�
て
、
全
く
役
に
立
�

て
な
い
�
て
こ
と
は
な
い
と
思
う
け
ど
、
あ
ま

り･･･

？ 
 

上上
��
⾧⾧
いい
時時
間間
勉勉
強強
しし
続続
けけ
るる
とと
かか
、、数数
学学
のの
問問
題題
でで
、、とと

りり
ああ
ええ
ずず
「「
書書
けけ
るる
とと
ここ
まま
でで
書書
いい
てて
みみ
るる
」」
みみ
たた

いい
なな
ここ
とと
はは
高高
校校
時時
代代
とと
変変
わわ
らら
なな
いい
けけ
どど
、、
授授
業業

をを
ささ
れれ
てて
いい
るる
方方
がが
、、
個個
性性
・・
拘拘
りり
がが
強強
いい
人人
たた
ちち

だだ
かか
らら
、、
大大
変変
なな
んん
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

佐
�
い
ず
れ
、そ
う
い
う
世
界
に
い
く
こ
と
に
な
る
け
ど
、

乗
り
切
れ
そ
う
？ 

 

色色
��
東東
大大
のの
人人
たた
ちち
でで
ささ
ええ
、、「「
どど
うう
いい
うう
ここ
とと･･････

？？
」」��

てて
なな
��
ちち
��
うう
世世
界界
��
てて
ここ
とと
なな
んん
でで
すす
よよ
ねね･･････

。。

無無
理理
��
ぽぽ
いい
でで
すす･･････

。。  
 

佐
�
今
か
ら
諦
め
ち
�
駄
目
で
し
�･･･

。 
 

仁
�
中
学
の
時
も
さ
、
例
え
ば
数
学
で
分
か
ら
な
い
問
題

が
あ
�
て
も
聞
き
に
は
来
な
か
�
た
よ
ね
。
仲
間
内

で
解
決
し
ち
�
お
う
！
�
て
タ
イ
プ
だ
�
た
よ
ね
。

高
校
も
多
分
そ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う

け
ど
、
大
学
も
そ
う
い
う
感
じ
？ 

 

上上
��
高高
校校
まま
でで
はは
仲仲
間間
のの
中中
にに
完完
全全
にに
理理
解解
しし
てて
るる
人人
がが

いい
てて
、、みみ
んん
なな
でで
相相
談談
すす
れれ
ばば
何何
とと
かか
なな
��
たた
けけ
どど
、、

大大
学学
にに
なな
るる
とと
そそ
うう
いい
うう
人人
もも
いい
なな
いい
かか
らら
、、「「
テテ
スス

トト
でで
はは
どど
んん
なな
風風
にに
、、
何何
にに
つつ
いい
てて
聞聞
かか
れれ
るる
んん
でで

すす
かか
？？
」」
みみ
たた
いい
なな
質質
問問
をを
誰誰
かか
がが
代代
表表
しし
てて
教教
授授

にに
メメ
��
ルル
しし
てて
、、
返返
信信
をを
待待
つつ
みみ
たた
いい
なな
質質
問問
はは
しし

てて
るる
けけ
どど
、、
高高
校校
時時
代代
のの
「「
昼昼
休休
みみ
にに
先先
生生
のの
とと
ここ

ろろ
にに
行行
��
てて
教教
ええ
てて
もも
らら
うう
」」
みみ
たた
いい
なな
のの
はは
なな
いい

でで
すす
ねね
。。  

 

仁
�
メ
�
ル
す
る
と
教
授
の
先
生
は
返
し
て
く
れ
る
？ 

 

上上
��
返返
しし
てて
くく
れれ
るる
先先
生生
もも
いい
まま
すす
。。２２
分分
とと
かか
でで「「
聞聞
いい

てて
くく
れれ
てて
ああ
りり
がが
とと
ねね
」」
みみ
たた
いい
なな
返返
信信
をを
返返
しし
てて

くく
れれ
るる
教教
授授
もも
いい
るる
しし
、、
まま
��
たた
くく
返返
信信
がが
なな
くく
てて

「「
ここ
りり
��
駄駄
目目
だだ･･････

」」��
てて
諦諦
めめ
ざざ
るる
をを
ええ
なな
いい
場場

合合
もも
ああ
りり
まま
すす
。。  

 

佐
�
科
目
・
教
科
�
て
、
ど
ん
な
感
じ
な
の
？  

専
門
は
ま
だ
な
ん
だ
よ
ね
？ 

 

上上
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。必必
修修
だだ
けけ
だだ
とと
今今
はは
数数
学学
がが【【
数数
理理
科科

学学
基基
礎礎
】】��
てて
やや
つつ
だだ
��
たた
のの
がが
、、最最
近近【【
微微
分分
積積
分分

学学
】】
とと
【【
線線
形形
代代
数数
】】
にに
分分
れれ
てて
、、
そそ
れれ
らら
をを
同同
時時
並並

行行
でで
やや
��
てて
てて
、、
物物
理理
がが
今今
【【
力力
学学
】】
でで
、、
秋秋
かか
らら

【【
電電
磁磁
気気
】】
にに
変変
わわ
るる
のの
とと
、、【【
化化
学学
熱熱
力力
学学
】】
��
てて

気気
体体
のの
運運
動動
論論
とと
かか
をを
やや
るる
のの
がが
ああ
��
たた
のの
とと
、、
化化

学学
はは【【
基基
礎礎
化化
学学
】】��
てて
いい
うう
、、化化
学学
全全
体体
をを
俯俯
瞰瞰
しし

てて
みみ
よよ
うう
��
てて
やや
つつ
をを
。。  

 

佐
�
高
校
で
し
�
か
り
し
て
な
い
と
困
る
内
容
か
な
。 

 

上上
��
高高
校校
のの
先先
生生
方方
がが
発発
展展
��
てて
呼呼
んん
でで
、、
ああ
まま
りり
授授
業業

でで
扱扱
わわ
なな
かか
��
たた
ここ
とと
とと
かか
、、
資資
料料
集集
・・
便便
覧覧
にに
はは

書書
いい
てて
ああ
るる
けけ
どど
授授
業業
でで
はは
ああ
まま
りり
出出
てて
ここ
なな
いい
やや

つつ
とと
かか
、、
過過
去去
問問
でで
ちち
��
��
とと
出出
るる
ぐぐ
らら
いい
だだ
なな
��

てて
やや
つつ
がが
、、
大大
学学
でで
はは
教教
科科
書書
にに
載載
��
てて
るる
よよ
うう
なな

当当
たた
りり
前前
のの
ここ
とと
にに
なな
るる
、、
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
でで
すす
。。  
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上上
��
とと
思思
うう
んん
でで
すす
けけ
どど
ねね･･････

私私
はは
。。 

 
佐
�
一
人
暮
ら
し
は
し
た
い
？ 

 

色色
��
やや
��
てて
みみ
たた
いい
なな
とと
はは
思思
��
てて
まま
すす
ねね
。。  

 

佐
�
意
外
と
や
れ
そ
う
だ
よ
ね
。 

 

色色
��
意意
外外
とと
やや
れれ
るる
んん
じじ
��
なな
いい
でで
すす
かか
。。  

 

佐
�
料
理
と
か
ち
�
ん
と
し
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。 

 
 色色

��
料料
理理
はは
やや
��
てて
みみ
たた
いい
なな
、、とと
。。一一
人人
暮暮
らら
しし
だだ
��
たた

らら
やや
��
てて
みみ
たた
いい
なな
とと
思思
��
てて
まま
すす
。。  

今今
年年
のの
夏夏
休休
みみ
にに
、、
家家
庭庭
科科
のの
課課
題題
のの
ホホ
��
ムム
ププ

ロロ
ジジ
��
クク
トト
とと
いい
うう
やや
つつ
でで
、、「「
家家
庭庭
的的
なな
ここ
とと
をを
何何

かか
やや
��
てて
みみ
よよ
うう
」」
みみ
たた
いい
なな
のの
がが
ああ
��
てて
、、
そそ
れれ

でで
料料
理理
みみ
たた
いい
なな
のの
をを
作作
��
たた
りり
しし
たた
んん
でで
。。
作作
れれ

るる
��
ちち
��
作作
れれ
るる
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
毎毎
日日
とと
かか
にに
なな
るる

とと
、、
やや
るる
気気
がが
なな
くく
なな
��
てて
、、
本本
当当
にに
最最
低低
限限
しし
かか

やや
らら
なな
いい
よよ
うう
なな
気気
もも
しし
まま
すす･･････

。。  
  

佐
�
な
ん
か
ア
ド
バ
イ
ス
は
？ 

 

上上
��
カカ
レレ
��
ジジ
ココ
��
トト
とと
かか
ドド
��
ミミ
��
みみ
たた
いい
なな
、、
ごご
飯飯

がが
つつ
いい
てて
くく
るる
とと
ここ
ろろ
にに
住住
んん
だだ
方方
がが
いい
いい
でで
すす
ねね
。。  

私私
はは
ごご
飯飯
つつ
いい
てて
るる
とと
ここ
ろろ
にに
住住
んん
でで
るる
んん
でで
すす

けけ
どど
、、
朝朝
食食
をを
食食
べべ
にに
行行
��
てて
るる
とと
、、
１１
限限
にに
間間
にに

合合
わわ
なな
いい
しし
、、
夕夕
食食
もも
ササ
��
クク
ルル
やや
部部
活活
にに
行行
��
てて

るる
とと
食食
べべ
れれ
なな
いい
とと
かか
がが
ああ
るる
かか
らら
、、
ああ
まま
りり
意意
味味

はは
なな
いい
んん
でで
すす
がが
。。でで
もも
、、一一
応応「「
頑頑
張張
��
てて
帰帰
れれ
ばば

ごご
飯飯
がが
ああ
るる
」」
��
てて
環環
境境
をを
確確
保保
しし
とと
いい
たた
方方
がが
いい

いい
でで
すす
ねね
。。
そそ
うう
しし
なな
いい
とと
面面
倒倒
くく
ささ
くく
なな
��
てて
食食

べべ
なな
くく
なな
��
ちち
��
うう
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
友友
達達
にに
監監

視視
しし
てて
もも
らら
うう
とと
かか
、、「「
ちち
��
んん
とと
ごご
飯飯
食食
べべ
たた
？？
」」

��
てて
毎毎
朝朝
聞聞
いい
てて
もも
らら
うう
とと
かか･･････

。。  
 

佐
�
や
�
ぱ
り
、
生
活
や
食
事
は
不
規
則
に
な
る
？ 

 

上上
��
普普
段段
のの
食食
事事
はは
大大
丈丈
夫夫
なな
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
テテ
スス
トト
前前

がが
本本
当当
にに
まま
ずず
くく
てて･･････

。。  
   

� 
大
学
�
�
定
期
�
�
�
�
勉
強 

� 

  

上上
��
テテ
スス
トト
３３
週週
間間
前前
ぐぐ
らら
いい
かか
らら
授授
業業
がが
なな
くく
なな
��
てて
、、

学学
校校
にに
来来
てて
勉勉
強強
すす
るる
かか
、、
家家
でで
勉勉
強強
すす
るる
かか
ぐぐ
らら

いい
しし
かか
選選
択択
肢肢
はは
なな
くく
てて
、、
そそ
うう
すす
るる
とと
、、
大大
学学
のの

図図
書書
館館
がが
８８
時時
にに
開開
くく
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
そそ
れれ
にに
合合
わわ

せせ
てて
いい
かか
なな
いい
とと
席席
がが
全全
部部
埋埋
まま
��
ちち
��
うう
かか
らら
、、

そそ
れれ
まま
でで
にに
行行
��
てて
、、夜夜
1100
時時
ぐぐ
らら
いい
まま
でで
図図
書書
館館

でで
勉勉
強強
しし
てて
、、
家家
でで
まま
たた
勉勉
強強
始始
めめ
てて
、、
徹徹
夜夜
しし

てて･･････

、、みみ
たた
いい
なな
のの
をを
ぐぐ
るる
ぐぐ
るる
ぐぐ
るる
ぐぐ
るる
やや
��
てて
、、

ごご
飯飯
はは
気気
づづ
いい
たた
とと
きき
にに
食食
べべ
るる
みみ
たた
いい
なな
生生
活活
にに

なな
るる
のの
でで
、、
本本
当当
にに
体体
調調
がが
心心
配配
にに
なな
りり
まま
すす
。。
普普

通通
にに
４４
徹徹
((
４４
日日
連連
続続
徹徹
夜夜
))
ぐぐ
らら
いい
をを
みみ
んん
なな
しし

てて
てて･･････

。。「「
なな
んん
でで
ここ
んん
なな
ここ
とと
にに
なな
��
たた
んん
だだ･･････

」」

��
てて
感感
じじ
にに
なな
りり
まま
すす
。。
そそ
んん
なな
生生
活活
をを
誰誰
もも
止止
めめ

てて
くく
れれ
なな
いい
しし･･････

。。  
 

佐
�
高
校
の
テ
ス
ト
前
の
勉
強
と
は
も
う
世
界
が
違
う
？ 

 

上上
��
高高
校校
のの
授授
業業
��
てて
、、
分分
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
とと
かか
ああ
んん
まま

りり
なな
かか
��
たた
んん
でで
すす
がが
、、
大大
学学
のの
授授
業業
はは
、、
そそ
もも
そそ

もも
先先
生生
のの
言言
��
てて
るる
ここ
とと
がが
みみ
んん
なな
よよ
くく
分分
かか
らら
なな

いい
まま
まま
、、
ひひ
たた
すす
らら
メメ
モモ
すす
るる
しし
かか
なな
くく
てて
、、
みみ
んん

なな
後後
にに
なな
��
てて「「
ええ
？？  

ここ
れれ
何何
言言
��
てて
んん
のの･･････

？？
」」

みみ
たた
いい
にに
なな
��
てて
、、「「
とと
りり
ああ
ええ
ずず
過過
去去
問問
だだ
けけ
やや
ろろ

うう
」」
とと
なな
るる
んん
でで
すす
。。  

もも
うう
高高
校校
時時
代代
のの
もも
のの
とと
はは
、、
全全
然然
理理
解解
度度
がが
違違

うう
かか
らら
、、
ずず
��
とと
不不
安安
。。
高高
校校
はは
「「
まま
、、
いい
けけ
るる
��
しし

��
！！
」」
��
てて
なな
るる
時時
がが
来来
るる
けけ
どど
、、
大大
学学
はは
そそ
れれ
がが

来来
なな
いい
かか
らら
。。  

            

そそ
んん
なな
状状
況況
にに
なな
��
てて
てて
もも
、、
親親
がが
「「
もも
うう
寝寝
なな

ささ
いい
」」
��
てて
言言
��
てて
くく
れれ
るる
ここ
とと
もも
なな
いい
しし
、、
周周
りり

もも
みみ
んん
なな
起起
きき
てて
るる
かか
らら
、、
結結
局局
引引
きき
ずず
らら
れれ
てて
どど

うう
にに
もも
なな
らら
なな
いい
んん
でで
すす･･････

。。  
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仁
�
も
う
ず
�
と
、
能
開
に
入
�
た
時
か
ら
そ
う
だ
�
た

ん
で
。
こ
ん
だ
け
よ
く
喋
る
人
な
の
に
、
あ
ん
ま
り

人
の
話
聞
か
な
か
�
た
り
と
か
、
あ
ん
ま
り
問
題
読

ま
な
か
�
た
り
�
て
こ
と
も
多
か
�
た
ん
で
す
け

ど
、
で
も
、
な
ん
か
話
の
内
容
は
ち
�
ん
と
伝
わ
�

て
い
る
し
、
問
題
の
内
容
も
ち
�
ん
と
把
握
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。
語
彙
力
も
あ
る
し
、
語
学
に
対
し
て

の
理
解
力
と
か
は
す
ご
か
�
た
で
す
ね
。 

 

佐
�
色
川
君
も
、い
け
る
ん
じ
�
な
い
？ 

国
語
そ
ん
な
に

点
数
取
れ
て
る
ん
だ
�
た
ら
。 

 

色色
��
いい
やや
ああ
、、
まま
ああ
まま
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
古古
・・
漢漢
文文
にに
関関
しし
てて

はは
文文
法法
をを
完完
璧璧
にに
すす
れれ
ばば
覚覚
ええ
たた
もも
んん
勝勝
ちち
とと
いい
うう

かか
、、
理理
解解
しし
てて
るる
もも
んん
勝勝
ちち
だだ
とと
思思
うう
のの
でで
、、
そそ
ここ

はは
ちち
��
んん
とと
やや
��
てて
、、
ここ
のの
後後
、、
多多
分分
文文
章章
がが
難難
しし

くく
なな
るる
とと
思思
うう
んん
でで
、、
読読
解解
のの
レレ
ベベ
ルル
をを
自自
分分
でで
上上

げげ
てて
けけ
ばば
、、
いい
けけ
そそ
うう
なな
感感
じじ
がが･･････

。。  
 

仁
�
色
川
君
は
、再
現
性
�
て
い
う
の
か･･･

習
�
た
こ
と

が
多
少
形
を
変
え
ら
れ
よ
う
が
何
し
よ
う
が
大
抵

で
き
ち
�
う
よ
ね
。
本
質
的
に
１
回
聞
い
た
説
明
で
、

分
か
�
た
つ
も
り
じ
�
な
く
、
ち
�
ん
と
理
解
で
き

ち
�
�
て
る
ん
だ
よ
ね
。
な
ん
で
そ
う
や
�
て
理
解

で
き
る
の
か
は
不
思
議
だ
と
い
う
か･･･

こ
�
ち
が

伝
え
た
こ
と
の
本
質
を
パ
�
と
理
解
し
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
他
の
人
た
ち
よ
り
も
圧
倒
的
に
少
な
い
時

間
で
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
�
て
た
と
思
う
ん

で
す
よ
。 

色色
��
ああ
ああ･･････

そそ
れれ
はは
ああ
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。 

 

佐
�
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
本
人
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
よ
ね
、
多
分
ね
。 

 

仁
�
あ
ん
な
風
に
で
き
た
ら
誰
も
が
、
そ
ん
な
に
勉
強
時

間
た
く
さ
ん
取
ら
な
く
て
も
高
校
受
験
で
う
ま
く

い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

 

佐
�
何
か
思
い
当
た
る
節
は
な
い
の
？ 

「
こ
れ
が
原
因
か

な･･･

」
み
た
い
な
。
ち
�
ち
�
い
時
、
ひ
た
す
ら
パ

ズ
ル
を
や
�
て
た
と
か
、
積
木
を
積
み
重
ね
る
の
に

情
熱
を
傾
け
て
た
と
か
。 

 

色色
��
先先
取取
りり
専専
門門
みみ
たた
いい
なな
他他
塾塾
にに
入入
��
てて
いい
てて
、、
ああ
るる

程程
度度
のの
計計
算算
力力
はは
持持
��
てて
たた
とと
思思
うう
んん
でで
すす
けけ

どど･･････

でで
もも
、、
パパ
ズズ
ルル
系系
はは
好好
きき
でで
しし
たた
。。
なな
んん
でで
好好

きき
なな
のの
かか
はは
分分
かか
らら
なな
いい
でで
すす
けけ
どど
。。
ささ
��
きき
出出
てて

きき
たた
応応
用用
力力
みみ
たた
いい
なな
のの
がが
どど
うう
身身
にに
つつ
いい
たた
かか
分分

かか
んん
なな
いい
でで
すす･･････

。。  
 

佐
�
ま
、
確
か
に
そ
う
だ
よ
ね
。
才
能
を
持
�
て
る
人
は

「
な
ん
で
そ
ん
な
才
能
が
あ
る
ん
で
す
か
」
�
て
聞

か
れ
て
も
答
え
づ
ら
い
だ
ろ
う
し
、
分
か
ら
な
い
よ

ね･･･

本
人
は
ね
。 

 

仁
�
自
分
で
解
け
な
い
と
や
�
ぱ
り
気
持
ち
悪
い･･･

？ 
 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。  

仁
�
サ
�
カ
�
で
も
、
習
�
た
こ
と
が
自
分
一
人
の
力
で

で
き
な
い
と
、
で
き
る
ま
で
は
や
り
続
け
る
と
か
？ 

 

色色
��
いい
やや･･････

ササ
��
カカ
��
はは
そそ
ここ
まま
でで  

じじ
��
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。  

練練
習習
とと
かか
試試
合合
をを
繰繰
りり
返返
しし
てて
たた  

だだ
けけ･･････

みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
でで
しし
たた
。。  

 

仁
�
算
数
・
数
学
・
理
科
と
か
で
は･･･

？ 
 

色
�
中
学
の
間
は
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ
ん
ま
り
な

か
�
た
と
思
い
ま
す
、
多
分
。 

 

佐
�
上
村
さ
ん
も
そ
う
だ
ろ
？ 

 

仁
�
い
や
い
や･･･

算
数
・
数
学
は
、
ず
�
と
つ
ま
づ
い
て

た
よ
ね
。 

 

上上
��
はは
いい･･････

。。
つつ
まま
づづ
いい
たた
反反
動動
でで
前前
にに
進進
んん
でで
るる
みみ
たた

いい
なな
。。
スス
ムム
��
ズズ
なな
日日
はは
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。  

 

佐
�
え
？ 

そ
れ
を
聞
い
て
勇
気
百
倍
の
人
が
結
構
い
る

と
思
う
け
ど
。
だ
�
て
、
小
中
時
代
そ
ん
な
状
態
で

も
理
三
に
受
か
る
。 

 

上上
��
最最
初初
のの
点点
数数
覚覚
ええ
てて
まま
すす
もも
んん
。。
一一
番番
最最
初初
のの
通通
常常

授授
業業
のの
数数
学学
のの
確確
認認
テテ
スス
トト
みみ
たた
いい
なな
やや
つつ
。。
みみ
んん

なな
はは
9900
点点
とと
かか
8800
点点
とと
かか
取取
��
てて
るる
のの
にに
、、
私私
はは

4455
点点
だだ
��
たた
かか
4422
点点
かか
なな
んん
かか
でで･･････

。。  

11 

� 
国
語 

…
 

�  

 
読
書
�
必
要
？ 

�
�
�
�
�
駄
目…

？ 

算
数
駄
目
�
�
理
三
�
受
�
�
⁉ 

 

  

佐
�
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
。 

小
中
学
生
向
け
に
な
ん
か
な
い
か
な
？
「
こ
ん
な

こ
と
や
�
て
こ
い
よ
」み
た
い
な
。「
俺
み
た
い
に
な

る
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
く
れ
ば
」
み
た
い

な
。ま
あ
、能
開
で
頑
張
�
て
れ
ば
大
丈
夫
か･･･

。 
 

色色
��
まま
、、
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
たた
だだ
、、
国国
語語
にに
関関
しし
てて
はは
、、
なな
んん

かか
本本
当当
にに
どど
うう
やや
��
てて
伸伸
ばば
しし
たた
らら
いい
いい
のの
かか
分分
かか

らら
なな
いい
でで
すす
ねね･･････

。。  
 

佐
�
国
語
、
ど
ん
な
風
に
や
�
て
た･･･

？ 
 

色色
��
国国
語語
自自
体体
、、
ああ
んん
まま
りり
やや
��
てて
なな
かか
��
たた
でで
すす･･････

。。

電電
話話
帳帳
((
全全
国国
のの
入入
試試
問問
題題
をを
集集
めめ
たた
もも
のの
))
をを
たた

まま
にに
解解
くく
ぐぐ
らら
いい
でで･･････

。。  
 

佐
�
上
村
さ
ん
は
？ 

 

上上
��
電電
話話
帳帳
はは
１１
周周
はは
しし
たた
とと
思思
うう
んん
でで
すす
けけ
どど･･････

。。  
 

佐
�
確
か
に
国
語
の
勉
強
の
や
り
方
は
ね･･･

。大
学
入
試

に
も
あ
�
た
よ
ね
、
国
語
。 

ど
ん
な
勉
強
を
？ 

上上
��
古古
文文
・・
漢漢
文文
はは
やや
るる
しし
かか
なな
いい
かか
らら
、、１１
年年
生生
かか
らら
文文

法法
・・
単単
語語
はは
しし
��
かか
りり
やや
��
てて
てて
、、現現
代代
文文
はは
、、学学
校校

のの【【
論論
理理
国国
語語
】】にに
面面
白白
いい
先先
生生
がが
多多
かか
��
たた
かか
らら
、、

そそ
のの
先先
生生
たた
ちち
のの
授授
業業
をを
しし
��
かか
りり
聞聞
きき
つつ
つつ
、、
ＨＨ

先先
生生
がが
英英
語語
のの
授授
業業
でで
仰仰
��
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
国国
語語
にに

置置
きき
換換
ええ
てて
、、「「
ここ
のの
段段
落落
はは
何何
をを
意意
味味
しし
てて
るる
んん
だだ

ろろ
うう･･････

」」
みみ
たた
いい
なな
ここ
とと
をを
考考
ええ
てて
。。  

ああ
とと
特特
編編
ＢＢ
((
新新
潟潟
高高
校校
がが
独独
自自
にに
共共
通通
テテ
スス
トト

後後
にに
２２
次次
対対
策策
でで
行行
うう
授授
業業
))
でで
、、
東東
大大
やや
京京
大大
のの

過過
去去
問問
をを
一一
人人
一一
問問
担担
当当
しし
てて
、、
次次
のの
授授
業業
にに
黒黒
板板

にに
解解
答答
をを
書書
いい
てて
おお
いい
てて
、、みみ
んん
なな
でで
話話
しし
合合
��
てて
、、

最最
後後
にに
先先
生生
がが
ああ
のの
『『
ププ
レレ
ババ
トト
』』
のの
俳俳
句句
のの
先先
生生

みみ
たた
いい
にに
「「
ここ
ここ
はは
いい
りり
まま
せせ
んん
」」
みみ
たた
いい
にに
全全
部部

消消
ささ
れれ
るる
��
てて
いい
うう
授授
業業
がが
ああ
��
てて
、、
そそ
のの
授授
業業
でで

色色
々々
とと
理理
解解
でで
きき
たた
感感
じじ
がが
しし
まま
すす
。。  

 
佐
�
模
試
の
成
績
を
集
め
る
と
、
国
語
が
へ
こ
ん
で
る
人

が
多
い
よ
ね･･･

。 
 

色色
��
僕僕
、、
国国
語語
、、
今今
回回
いい
けけ
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
国
語
得
意
な
の
？ 

 

色色
��
いい
やや
、、そそ
んん
なな
得得
意意
じじ
��
なな
かか
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、なな

んん
かか
点点
数数
取取
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
��
たた
��
てて
いい
うう
かか
、、
なな

んん
かか
点点
数数
落落
とと
ささ
なな
くく
なな
��
たた
��
てて
いい
うう
かか
。。  

 

佐
�
上
村
さ
ん
は
国
語
ど
れ
ぐ
ら
い
取
�
て
た
？ 

 
上上
��
実実
はは
、、偏偏
差差
値値
はは
国国
語語
がが
１１
番番
高高
かか
��
たた
んん
でで
すす
よよ
。。

数数
学学
・・
英英
語語
はは
でで
きき
るる
人人
はは
でで
きき
るる
けけ
どど
、、
理理
系系
のの

中中
だだ
とと
国国
語語
はは
ああ
んん
まま
りり
でで
きき
るる
人人
いい
なな
くく
てて
。。
だだ

かか
らら
、、
偏偏
差差
値値
はは
高高
かか
��
たた
。。  

 

佐
�
国
語
が
得
意
な
理
系
女
子
だ
�
た
ん
だ
ね
。 

 

仁
�
中
学
時
代
か
ら
そ
う
だ
�
た
ん
で
す
け
ど
、
理
系
に

進
ん
で
る
ん
で
す
け
ど
、
基
本
的
に
文
系
な
ん
で
す

よ
、
彼
女
。 

 

佐
�
だ
�
て
、
大
学
入
試
で
も
直
前
ま
で
物
理
で
苦
し
ん

で
た
も
ん
ね
。 

 

上上
��
ああ
のの･･････

本本
当当
にに
申申
しし
訳訳
なな
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
得得
点点
開開

示示
がが
４４
月月
１１
日日
にに
ああ
��
てて
、、
数数
学学
がが
ああ
のの･･････

112200
点点

満満
点点
のの
5533
点点
でで
、、どど
ここ
かか
のの
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ
でで
佐佐
野野
先先

生生
にに
謝謝
んん
なな
きき
��
なな･･････

とと
思思
��
てて
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
。。

でで
もも
、、
国国
語語
はは
8800
点点
満満
点点
中中
のの
6622
点点
だだ
��
たた
んん
でで

すす
よよ
。。  

 

佐
�
数
学
は
と
も
か
く
、
東
大
入
試
で
国
語
の
約
８
割
得

点
�
て
す
ご
い
な･･･

。 
 

上上
��
国国
語語
はは
ずず
��
とと
得得
意意
でで
、、
数数
学学
がが
ずず
��
とと
足足
をを
引引
��

張張
りり
続続
けけ
てて･･････

。。  
 

佐
�
実
は
文
系
だ
�
た
ん
だ
ね･･･

。 
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色色
��
はは
いい
。。勉勉
強強
のの
合合
間間
にに
でで
はは
なな
くく
、、読読
むむ
とと
きき
はは
集集
中中

しし
てて
読読
んん
でで
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
頷
い
て
る
�
て
こ
と
は
、
上
村
さ
ん
も
？ 

 

上上
��
母母
親親
がが
すす
ごご
くく
まま
んん
がが
好好
きき
でで
、、
レレ
ンン
タタ
とと
かか
のの
ササ

イイ
トト
でで
ちち
��
��
とと
読読
んん
だだ
のの
をを
「「
よよ
しし
」」
��
てて
言言
��

てて
、、
なな
んん
かか
ババ
��
��
��
てて
「「
大大
人人
買買
いい
」」
しし
てて
、、
自自
慢慢

しし
てて
くく
るる
かか
らら･･････

。。
親親
はは
「「
読読
んん
じじ
��
だだ
めめ
よよ
」」
��

てて
言言
うう
んん
でで
すす
けけ
どど
読読
んん
じじ
��
��
てて
。。「「
アア
オオ
アア
シシ
」」

もも
読読
んん
だだ
しし
。。
ああ
とと
少少
年年
ジジ
��
ンン
ププ
。。
スス
ママ
ホホ
でで
見見

れれ
るる
やや
つつ
はは
大大
体体
見見
たた
しし
、、「「
キキ
ンン
ググ
ダダ
ムム
」」
とと
かか
もも

結結
構構
好好
きき
でで
。。  

 
 

 

佐
�
え
？ 

よ
く
そ
ん
な
に
時
間
あ
�
た
ね･･･

。 
 

上上
��
いい
やや
、、「「
なな
いい
時時
間間
」」
をを
作作
りり
出出
しし
てて
たた
んん
じじ
��
なな
いい

でで
すす
かか
ねね
。。
親親
はは
認認
知知
しし
てて
なな
いい
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、

親親
がが
買買
いい
物物
にに
出出
てて
るる
間間
とと
かか
にに
漫漫
画画
がが
ああ
るる
部部
屋屋

にに
行行
��
てて
親親
がが
買買
��
たた
漫漫
画画
をを･･････

。。親親
はは
きき
��
とと
そそ

のの
時時
間間
勉勉
強強
しし
てて
るる
とと
思思
��
てて
るる
けけ
どど
、、
実実
はは
私私
はは

漫漫
画画･･････

みみ
たた
いい
なな
時時
間間
がが
。。  

 
 

 

仁
�
上
村
さ
ん
、読
む
ス
ピ
�
ド
め
�
ち
�
早
い
�
す
よ
。

喋
る
ス
ピ
�
ド
の
感
じ
で
読
ん
で
み
た
い
な
。 

 

上上
��
うう
んん
。。
早早
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
とと
にに
かか
くく
読読
みみ
たた
いい
かか

らら
、、そそ
のの
ビビ
��
��
��
てて
読読
んん
でで
。。漫漫
画画
でで
もも
本本
でで
もも
。。  

  

佐
�
だ
�
て
、
さ
�
き
30
冊
借
り
て
,
帰
り
の
車
で
６

冊
ぐ
ら
い
読
ん
だ
�
て
言
�
て
た
し
ね
。
パ
�
と
開

い
て
頭
に
入
�
て
く
る
の
？ 

み
ん
な
の
憧
れ
だ
と

思
う
け
ど
、
そ
れ
。
速
読
で
き
る
人
は
で
き
る
ら
し

い
け
ど
ね
。
英
語
も
そ
う
？ 

 

上上
��
英英
語語
はは
読読
むむ
のの
がが
速速
いい
��
てて
いい
うう
かか
、、
アア
メメ
リリ
カカ
にに

いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
��
てて
、、
人人
よよ
りり
英英
語語
にに
入入
るる
のの
がが
スス

ムム
��
スス
だだ
��
たた
かか
らら
。。  

  
 

佐
�
何
か
特
別
な
こ
と
を
や
�
て
る
の
？ 

速
読
の
ト
レ

�
ニ
ン
グ
と
か
。 

 

上上
��
力力
つつ
けけ
よよ
うう
とと
かか
そそ
うう
いい
うう
意意
識識
でで
はは
読読
んん
でで
いい
なな

いい
でで
すす
ねね
。。英英
語語
はは
中中
学学
のの
頃頃
はは「「
早早
くく
早早
くく
」」��
てて

思思
��
てて
たた
けけ
どど
、、
高高
校校
入入
��
てて
かか
らら
はは
急急
ぐぐ
とと
本本
質質

をを
見見
落落
とと
しし
がが
ちち
だだ
かか
らら
、、逆逆
にに「「
ゆゆ
��
くく
りり
！！
」」とと

思思
��
てて
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
そ
�
か
。
本
読
ま
な
き
�
だ
�
て
。 

 

色色
��
最最
近近
はは
朝朝
読読
書書
でで･･････

。。  
 

佐
�
朝
読
書･･･

そ
れ
�
て
、
仕
方
な
く
だ
ろ
？ 

 

色色
��
はは
いい･･････

。。  
  

佐
�
全
く
読
ま
な
い･･･

？ 
 

色色
��
全全
くく
読読
まま
なな
いい
��
てて
わわ
けけ
じじ
��
なな
いい
しし
、、
読読
むむ
のの
がが

嫌嫌
いい
なな
わわ
けけ
でで
もも
なな
いい
んん
でで
すす
けけ
どど･･････

。。
まま
、、
スス
ママ

ホホ
がが
良良
くく
なな
いい
でで
すす
かか
ねね
。。本本
とと
スス
ママ
ホホ
ああ
��
たた
らら
、、

スス
ママ
ホホ
をを
手手
にに･･････

��
てて
感感
じじ
でで
すす
。。論論
理理
的的
文文
章章
とと

かか
はは
ほほ
とと
んん
どど
読読
まま
なな
いい
んん
でで
すす･･････
。。ああ
んん
まま
りり
読読

みみ
たた
くく
なな
らら
なな
いい
でで
すす･･････

。。 
 

佐
�
じ
�
あ
、
論
理
的
文
章
に
接
す
る
の
は
、
何
�
月
に

１
回
か
の
模
擬
試
験
だ
け
と
か
、
そ
ん
な
感
じ
？ 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね･･････

ああ
とと
学学
校校
のの
授授
業業
。。
そそ
んん
なな
感感
じじ
でで

すす
。。  

 

上上
��
論論
理理
的的
文文
章章
はは
ああ
んん
まま
りり
面面
白白
くく
なな
いい
��
てて
いい
うう
かか
。。

「「
新新
書書
をを
読読
めめ
」」
とと
かか
言言
わわ
れれ
るる
んん
でで
すす
よよ
。。
私私
たた

ちち
のの
年年
はは
課課
題題
探探
究究
のの
先先
生生
にに
「「
新新
書書
をを
一一
冊冊
読読
んん

でで
きき
まま
しし
��
うう
」」
とと
言言
わわ
れれ
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
読読
めめ

なな
くく
てて･･････

。。「「
ああ
のの･･････

そそ
んん
なな
風風
にに
論論
じじ
らら
れれ
てて
もも

困困
るる
なな･･････

」」
��
てて
ずず
��
とと
思思
��
てて
てて･･････

。。  
 

佐
�
で
も
、そ
れ
で
よ
く
80
点
中
の
62
点
な
ん
て
取
れ

た
ね
？ 

 

上上
��
２２
次次
試試
験験
とと
かか
のの
論論
説説
文文
はは
結結
構構
面面
白白
くく
てて
、、
色色
んん

なな
文文
化化
のの
比比
較較
とと
かか
そそ
うう
いい
うう
のの
はは
読読
んん
でで
てて
面面
白白

いい
けけ
どど
、、「「
社社
会会
はは
ここ
うう
変変
わわ
るる
べべ
きき
だだ
」」
とと
かか
言言
わわ

れれ
てて
もも
、、
ピピ
ンン
とと
ここ
なな
いい
しし･･････

。。
時時
事事
問問
題題
的的
なな
もも

のの
がが
ああ
んん
まま
りり
読読
めめ
なな
くく
てて
、、
学学
校校
のの
論論
国国
もも
最最
初初

全全
然然
面面
白白
くく
なな
くく
てて
。。  
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仁
�
ク
ラ
ス
の
中
で
彼
女
だ
け
で
き
な
い
�
て
問
題
と
か

も
普
通
に
あ
�
た
ん
で
す
よ
。  

 

上上
��「「
何何
言言
��
てて
んん
のの
？？
」」「「
はは
？？
」」みみ
たた
いい
なな
のの
がが
たた
くく
ささ

んん
ああ
��
てて･･････
。。  

 

佐
�
で
も
、
そ
こ
ら
辺
を
割
り
切
�
て
機
械
的
に
処
理
で

き
る
人
が
『
理
系
』
な
ん
だ
よ
ね
、
多
分
ね
。 

 

色色
��
今今
のの
話話
聞聞
いい
てて〈〈
証証
明明
〉〉をを
理理
解解
すす
るる
のの
がが
かか
なな
りり
大大

切切
だだ
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。
証証
明明
問問
題題
がが
解解
けけ
るる
��
てて
いい

うう
ここ
とと
はは
、、
本本
質質
がが
分分
かか
��
てて
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
だだ
とと

思思
うう
しし
。。
証証
明明
がが
でで
きき
るる
��
てて
ここ
とと
はは
、、
今今
まま
でで
習習

��
たた
やや
つつ
をを
組組
みみ
合合
わわ
せせ
てて
色色
々々
導導
けけ
るる
��
てて
いい
うう

力力
がが
ああ
るる
��
てて
ここ
とと
でで
、、
複複
雑雑
なな
問問
題題
がが
出出
てて
きき
てて

もも
対対
応応
でで
きき
るる
んん
じじ
��
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
ねね
。。  

 

仁
�
中
２
の
頃
だ
�
た
か
な･･･

最
初
は
、フ
�
�
リ
ン
グ

で
解
く
こ
と
が
あ
�
た
の
が
理
屈
重
視
に
な
�
た

の
で
、
解
き
方
が
変
わ
�
た
と
い
う
か
、
考
え
方
が

変
わ
�
た
と
い
う
か
。 

 

佐
� 

ま
あ
、
数
・
英
は
と
も
か
く
、
２
人
と
も
国
語
が
取

れ
て
る
�
て
の
に
ち
�
�
と
驚
き
ま
し
た
ね
。
国
語

が
で
き
な
い
原
因
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
本

読
ん
で
な
い
」と
か「
新
聞
読
ん
で
な
い
」だ
け
ど
、

ど
ん
な
感
じ
？ 

 

上上
��
本本
はは
好好
きき
でで
、、小小
ささ
いい
頃頃
かか
らら
本本
ばば
��
かか
りり
でで
しし
たた
。。

テテ
レレ
ビビ
もも
見見
てて
まま
しし
たた
がが
、、
本本
のの
方方
がが
好好
きき
でで
、、
自自

分分
でで
読読
めめ
るる
よよ
うう
にに
なな
��
たた
本本
はは
自自
分分
でで
勝勝
手手
にに
読読

んん
でで
るる
しし
、、
夜夜
寝寝
るる
前前
のの
〈〈
寝寝
かか
しし
付付
けけ
〉〉
でで
、、
本本
をを

読読
みみ
聞聞
かか
せせ
るる
みみ
たた
いい
なな
のの
もも
ああ
りり
まま
すす
けけ
どど
、、
私私

のの
場場
合合
、、逆逆
にに
目目
がが
冴冴
ええ
てて
きき
てて「「
２２
冊冊
目目
、、３３
冊冊
目目

もも
」」
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
だだ
��
たた
みみ
たた
いい
でで
すす
。。
親親
もも
頑頑

張張
��
てて
くく
れれ
てて
、、
昔昔
アア
メメ
リリ
カカ
にに
住住
んん
でで
たた
時時
もも
日日

本本
のの
絵絵
本本
をを
届届
けけ
てて
もも
らら
うう
定定
期期
便便
とと
かか
手手
配配
しし
てて

くく
れれ
たた
りり
しし
てて
たた
のの
もも
ああ
��
てて
、、
ずず
��
とと
本本
好好
きき
でで

しし
たた
。。
図図
書書
館館
でで
はは
、、
名名
義義
をを
父父
親親
・・
母母
親親
・・
自自
分分
のの

３３
人人
分分
をを
使使
��
てて
3300
冊冊
をを
借借
りり
てて
とと
かか
やや
��
てて
まま

しし
たた
。。
本本
当当
にに
本本
がが
好好
きき
でで
しし
たた
。。  

  

佐
�
30
冊･･･

！ 

ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
で
読
む
の
？ 

 
上上
��
もも
うう
帰帰
りり
のの
車車
でで
６６
冊冊
ぐぐ
らら
いい
読読
んん
じじ
��
うう･･････

。。
本本

当当
にに
本本
読読
むむ
のの
好好
きき
だだ
��
たた
んん
でで
すす
。。  

 
 

 

仁
�
何
て
い
う
か
、
２
人
の
規
格
が
違
う
ん
で
す
よ
。
色

川
君
は
も
う
い
か
に
も
理
系
の
国
語
の
解
き
方
で
、

説
問
を
先
に
読
ん
で
、
そ
こ
か
ら
必
要
な
こ
と
を
考

え
て
い
く
�
て
い
う
ス
タ
ン
ス
が
強
い
ん
で
す
よ
。

で
も
、
彼
女
は
ま
ず
文
章
が
読
み
た
い
ん
で
す
よ
。

「
ま
ず
読
も
う
」
�
て
、「
何
を
問
わ
れ
る
と
か
、
ど

う
で
も
い
い
か
ら
ま
ず
読
も
う
」
�
て
い
う
感
じ
。 

色色
��
中中
学学
のの
時時
はは
全全
然然
本本
をを
読読
んん
でで
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね･･････

。。

漫漫
画画
中中
心心
でで･･････

。。
同同
級級
生生
とと
漫漫
画画
のの
話話
をを
しし
てて
もも
、、

たた
まま
にに
つつ
いい
てて
きき
てて
くく
れれ
るる
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
僕僕
ほほ
どど

読読
んん
でで
るる
人人
はは
いい
なな
かか
��
たた
よよ
うう
なな･･････

。。  
  

仁
�
ど
ん
な
の
を
読
ん
で
た
の
？ 

 

色色
��
ええ
��
とと･･････

「「
ワワ
ンン
ピピ
��
スス
」」「「
ココ
ナナ
ンン
」」「「
呪呪
術術
廻廻
戦戦
」」

「「
推推
しし
のの
子子
」」「「
アア
オオ
アア
シシ
」」
とと
かか
。。  

  

上上
��「「
アア
オオ
アア
シシ
」」
いい
いい
よよ
ねね
。。 

 

仁
�
全
部
王
道
じ
�
な
い
？ 

そ
れ
ら
、み
ん
な
知
�
て
る

ん
じ
�
な
い
の
？ 

 

上上
��
王王
道道
でで
すす
けけ
どど
、、
全全
部部
読読
んん
でで
るる
人人
はは
少少
なな
いい
とと
思思

いい
まま
すす
よよ
。。  

 

佐
�
読
ん
で
る
時
の
感
覚
は
「
俺
こ
ん
な
に
一
生
懸
命
勉

強
し
て
頭
使
�
て
る
か
ら
頭
休
め
よ
う
か
な
」
�
て

い
う
息
抜
き
の
感
覚
？ 

 

色色
��
いい
やや･･････

ああ
くく
まま
でで
娯娯
楽楽
とと
しし
てて
でで
、、
面面
白白
いい
かか
らら
繰繰

りり
返返
しし
てて
読読
んん
だだ
りり
しし
てて
まま
しし
たた
。。  

  

佐
�「
じ
�
あ
,
そ
ろ
そ
ろ
勉
強
始
め
よ
う
か
な
」
�
て
、

な
ん
か
逆
の
感
じ
？ 

勉
強
の
合
間
に
息
抜
き
で
�

て
感
じ
で
は
な
か
�
た
？ 

 

14 13
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上上
��
しし
かか
もも
簡簡
単単
なな
もも
のの
だだ
しし
。。だだ
かか
らら
結結
局局
、、後後
でで
追追
いい

上上
げげ
なな
きき
��
いい
けけ
なな
いい
。。
足足
りり
なな
いい
分分
。。  

 

佐
�
で
も
、
そ
の
計
算
力
だ
け
で
も
や
�
と
い
た
方
が
得

は
得
か
。 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。  

  

上上
��
図図
形形
をを
使使
わわ
なな
いい
問問
題題
のの
最最
後後
まま
でで
いい
けけ
るる
��
てて
いい

うう
シシ
スス
テテ
ムム
だだ
かか
らら
悪悪
くく
はは
なな
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、「「
図図

形形
はは
出出
てて
ここ
なな
いい
」」「「
確確
率率
もも
出出
てて
ここ
なな
いい
」」「「
ベベ
クク

トト
ルル
もも
出出
てて
ここ
なな
いい
」」
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
なな
んん
でで
すす
。。  

 

仁
�
ま
あ
、
計
算
力
を
つ
け
て
お
け
ば
、
計
算
間
違
い
で

バ
ツ
に
な
�
ち
�
う
�
て
い
う
理
由
で
、
数
学
が
嫌

い
に
な
る
�
て
い
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
る
�
て
い

う
と
こ
ろ
は
メ
リ
�
ト
だ
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

上
村
さ
ん
の
場
合
、
英
語
と
国
語
が
す
ご
く
で
き
た

の
で
、
相
対
的
に
見
て
数
学
へ
の
苦
手
意
識
が
あ
�

た
ん
じ
�
な
い
で
す
か
ね･･･

。 
 

上上
��
ああ
りり
まま
しし
たた
ねね
。。
県県
立立
のの
過過
去去
問問
をを
解解
くく
分分
にに
はは
そそ

ここ
まま
でで
苦苦
しし
いい
思思
いい
はは
しし
なな
いい
けけ
どど
、、
最最
難難
関関
のの
問問

題題
とと
かか
解解
いい
てて
るる
とと
、、
他他
のの
教教
科科
でで
はは
戦戦
ええ
るる
相相
手手

でで
もも
、、数数
学学
はは
絶絶
対対
にに
無無
理理
だだ･･････

みみ
たた
いい
なな
思思
いい
とと

ずず
��
とと
戦戦
��
てて
たた
みみ
たた
いい
なな
。。
時時
間間
かか
けけ
てて
もも
、、
相相

対対
的的
なな
位位
置置
はは
ああ
んん
まま
りり
変変
わわ
んん
なな
かか
��
たた
かか
らら
難難

しし
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。
一一
番番
苦苦
手手
だだ
��
たた
しし
。。
対対
応応
しし

てて
るる
理理
科科
もも
苦苦
手手
だだ
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
。 

仁
�
中
学
校
の
時
は
色
川
君
は
「
数
学
が
本
当
で
き
る
」

�
て
い
う
イ
メ
�
ジ
が
強
か
�
た
ん
で
す
が
、
上
村

さ
ん
に
対
し
て
は
心
配
し
か
な
か
�
た
で
す
ね･･･

。

だ
か
ら
も
う
事
あ
る
ご
と
に
「
何
か
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
な
い
？
」
み
た
い
に
声
を
か
け
る
ん
で
す
け
ど
、

大
体
返
�
て
く
る
返
答
が
「
い
や
、
い
い
で
す
」
で

し
た
。「
俺
、
嫌
わ
れ
て
ん
の
か
な･･･

」
と
思
�
て

ま
し
た
。
め
ち
�
く
ち
�
困
�
て
て
も
質
問
し
て
こ

な
か
�
た
よ
ね･･･

？ 
 

上上
��
ほほ
ぼぼ
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね･･････

。。  
 

佐
�「
自
分
で
解
決
し
て
や
ろ
う
」
�
て
い
う
意
識
？ 

 

上上
��
いい
やや･･････

そそ
もも
そそ
もも
、、
習習
慣慣
付付
けけ
がが
なな
いい
かか
らら
質質
問問
しし

よよ
うう
とと
いい
うう
発発
想想
がが
なな
いい
みみ
たた
いい
なな･･････

。。「「
自自
分分
でで

解解
ここ
うう
��
てて
思思
��
てて
るる
」」
��
てて
いい
うう
よよ
りり
「「
人人
にに
聞聞

くく
」」
��
てて
考考
ええ
にに
及及
んん
でで
なな
かか
��
たた
みみ
たた
いい
なな･･････

。。  
 

仁
�
２
人
と
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
先
生
に
聞
く
よ
り

周
り
に
聞
く
�
て
感
じ
で
し
た
ね
。
色
川
君
も
数
学

で
困
る
�
て
こ
と
は
な
か
�
た
け
ど
、
何
か
し
ら
分

か
ら
な
い
こ
と
が
で
き
て
も
周
り
の
友
達
に
聞
く

方
が
多
か
�
た
よ
ね
？ 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
数数
学学
にに
関関
しし
てて
はは
、、「「
自自
分分
でで
解解
きき
たた

いい
」」
��
てて
いい
うう
よよ
りり
「「
分分
かか
らら
なな
いい
とと
ここ
ろろ
なな
くく
しし

たた
いい
」」だだ
��
たた
のの
でで
、、
3300
分分
かか
けけ
てて
分分
かか
らら
なな
いい
問問

題題
をを
考考
ええ
るる
よよ
りり
もも
、、
分分
かか
らら
なな
かか
��
たた
らら
誰誰
かか
にに

聞聞
いい
てて
「「
そそ
れれ
をを
理理
解解
すす
るる
のの
にに
3300
分分
使使
いい
たた
いい
」」

みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
でで
しし
たた
。。
だだ
かか
らら
、、
中中
学学
のの
時時
はは
割割

とと
質質
問問
しし
てて
まま
しし
たた
。。  

  

仁
�
色
川
君
は
、
数
学
よ
り
も
他
の
科
目
の
質
問
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
ね
。 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
英英
語語
はは
文文
法法
とと
単単
語語
ささ
ええ
抑抑
ええ
れれ
ばば

どど
んん
なな
問問
題題
もも
基基
本本
解解
けけ
まま
しし
たた
しし
。。英英
語語
でで
はは「「
ここ

れれ
とと
ここ
れれ
でで
はは
何何
がが
違違
うう
んん
でで
すす
かか
？？
」」「「
ここ
うう
いい
うう

解解
答答
じじ
��
駄駄
目目
なな
んん
でで
すす
かか
？？
」」「「
何何
でで
ここ
れれ
がが
適適
当当

でで
、、
何何
でで
ここ
れれ
はは
不不
適適
当当
なな
んん
でで
すす
かか
？？
」」
みみ
たた
いい

なな
質質
問問
をを
しし
てて
いい
まま
しし
たた
ねね
。。  

 

佐
�
こ
の
前
、
も
�
て
き
た
質
問
も
そ
う
だ
よ
ね
。「
こ
の

方
法
で
も
い
い
ん
で
す
か
？
」
み
た
い
な
。
一
番
い

い
質
問
だ
よ
ね
。 

 

色色
��
そそ
うう
なな
んん
でで
すす
かか
？？  

 

佐
�
う
ん
。だ
�
て
、自
分
な
り
に
違
う
や
り
方
考
え
て
、

「
こ
れ
だ
と
駄
目
な
ん
で
す
か
」
�
て
の
は
す
ご
く

い
い
質
問
。
そ
う
い
え
ば
、
上
村
さ
ん
も
な
ん
か
そ

ん
な
感
じ
だ
�
た
よ
ね･･･

。
俺
が
授
業
や
�
て
て
、

解
答
示
す
と
、
大
体
違
う
方
法
で
や
�
て
た
よ

ね･･･

？ 
 

上上
��
なな
んん
かか
大大
体体
、、
意意
味味
のの
分分
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
しし
てて
まま
すす

かか
らら
ねね･･････

私私
。。  

15 

佐
�
高
校
入
試
は
国
語
を
ど
れ
ぐ
ら
い
で
乗
り
切
�
た

の
？ 

 

色色
��
記記
述述
のの
採採
点点
がが
分分
かか
らら
なな
いい
んん
でで･･････

。。
でで
もも
多多
分分
、、

記記
述述
以以
外外
全全
部部
取取
れれ
てて
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

仁
�
新
潟
県
の
国
語
は
得
意
の
人
か
ら
し
た
ら
不
利
か
も
。

苦
手
な
人
で
も
ま
あ
ま
あ
点
数
が
取
れ
て
。
漢
字
の

配
点
が
高
い
し
、
知
識
系
の
問
題
の
配
点
が
高
い
し
,

論
説
だ
け
で
小
説
が
な
い
し
。
理
系
の
人
た
ち
は
,

文
章
が
理
屈
�
ぽ
い
の
で
,
特
に
題
材
が
理
系
の
題

材
だ
�
た
ら
,
余
計
興
味
が
湧
く
し
,
理
系
で
国
語

が
苦
手
�
て
人
も
点
数
が
取
れ
な
い
�
て
印
象
は

な
い
で
す
ね
。 

 

佐
�
な
る
ほ
ど
。
じ
�
あ
、
そ
ん
な
に
国
語
が
苦
手
だ
か

ら
ど
う
の
こ
う
の
�
て
い
う
問
題
は
な
い
？ 

取
れ

ち
�
う
�
て
い
う
感
じ
？ 

 
 色色

��
今今
年年
はは
特特
にに
簡簡
単単
だだ
��
たた
しし
。。古古
文文
とと
かか
、、訳訳
がが
ほほ
ぼぼ

書書
いい
てて
ああ
るる
みみ
たた
いい
なな･･････

。。
びび
��
くく
りり
しし
まま
しし
たた
。。  

   

� 

能
開
�
�
�
人
�
姿 

� 

  

佐
�
じ
�
あ
、
ち
�
�
と
話
の
雰
囲
気
を
変
え
て
、
中
学

時
代
の
２
人
の
姿
を
。 

 

仁
�
本
当
に
対
象
的
な
２
人
で
す
。 

上
村
さ
ん
は
中
１
の
４
月
か
ら
来
て
、
英
語
と
国

語
、
特
に
英
語
が
す
ご
く
得
意
だ
�
た
�
て
い
う
と

こ
ろ
と
、
数
学
は･･･

算
数
を
あ
ん
ま
り
や
�
て
こ

な
か
�
た
ん
で
す
よ
ね
。 

色
川
君
は
算
数
大
全
と
か
能
開
の
中
学
受
験
算

数
を
ガ
ン
ガ
ン
や
�
て
き
て
い
た
ん
で
す
が
、
上
村

さ
ん
は
他
塾
で
先
取
り
の
勉
強
を
し
て
き
た
ん
で

す
け
ど
、
応
用
問
題
の
よ
う
な
も
の
は
や
�
て
き
て

い
な
か
�
た
ん
で
す
よ
ね
。
中
１
の
時
の
テ
ス
ト
�

て
、
算
数
の
と
こ
ろ
を
混
ぜ
て
く
る
テ
ス
ト
が
多
い

ん
で
す
よ
。
で
、
数
学
の
「
正
負
の
数
」
と
か
「
文

字
式
」「
方
程
式
」だ
�
た
ら
解
け
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
に
な
�
た
ら
、
み
ん
な
が
解
け

て
も「
な
ん
や
そ
れ･･･

？
」み
た
い
に
な
�
て
た
な
。 

 

上上
��
はは
いい･･････
「「
そそ
んん
なな
のの
知知
らら
ねね
ええ
しし･･････

」」みみ
たた
いい
にに
なな

��
てて
まま
しし
たた……
。 

 

佐
�
さ
�
き
も
言
�
た
け
ど
、
こ
れ
を
聞
い
て
勇
気
百
倍

の
人
が
多
い
と
思
う
け
ど
な
。
そ
れ
で
も
理
三
に
入

れ
る
�
て
い
う
。 

 

仁
�
算
数
を
そ
ん
な
に
や
�
て
こ
な
か
�
た
�
て
い
う
の

は
、
事
実
あ
る
じ
�
な
い
で
す
か
？ 

そ
れ
は
結
構

不
利
だ
�
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
後
悔
は
？ 

 
上上
��
不不
利利
でで
しし
たた
ねね
。。
もも
��
とと
やや
��
とと
けけ
ばば
よよ
かか
��
たた
なな

とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。私私
、、実実
はは

中中
２２
かか
中中
３３
のの
とと
きき
にに

「「
算算
数数
大大
全全
」」
をを
メメ
ルル
カカ

リリ
でで
買買
��
てて
るる
んん
でで
すす

よよ
。。「「
ここ
のの
まま
まま
じじ
��
、、
やや

ばば
いい･･････

」」
とと
。。  

そそ
れれ
でで
、、「「
影影
のの
⾧⾧
ささ
」」

とと
かか
色色
んん
なな
三三
角角
形形
がが
パパ
ズズ
ルル
みみ
たた
いい
にに
なな
��
てて
るる

やや
つつ
とと
かか
解解
いい
てて
まま
しし
たた
。。
やや
��
ぱぱ
りり
、、
小小
学学
校校
かか

らら
能能
開開
でで
勉勉
強強
しし
てて
るる
人人
たた
ちち
はは
積積
みみ
重重
ねね
がが
違違
うう

なな
とと
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

最最
難難
関関
のの
１１
回回
目目
がが
ララ
・・
ササ
��
ルル
のの
問問
題題
だだ
��
たた

とと
思思
うう
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
頭頭
でで
そそ
のの
図図
をを
思思
いい
浮浮
かか
べべ

なな
きき
��
いい
けけ
なな
いい
みみ
たた
いい
なな
問問
題題
でで
。。「「
ここ
ここ
がが
ねね
、、

実実
はは
三三
角角
錐錐
なな
んん
だだ
よよ
ねね
」」
みみ
たた
いい
にに
先先
生生
はは
おお
��

しし
��
るる
しし
、、
みみ
んん
なな
もも
「「
ここ
ここ
がが
ねね･･････

」」
とと
かか
とと
教教

ええ
てて
くく
れれ
るる
んん
でで
すす
けけ
どど
、、「「
そそ
んん
なな
のの
見見
ええ
ねね
ええ

よよ･･････

」」
��
てて
思思
��
てて･･････

。。
本本
当当
、、
図図
がが
見見
ええ
てて
ここ

なな
いい
んん
でで
すす
よよ
ねね
。。  

図図
形形
のの
問問
題題
はは
ああ
まま
りり
経経
験験  

しし
てて
ここ
なな
かか
��
たた
んん
でで･･････

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
�
前
に
通
�
て
た
先
取
り
の
塾
で
は
図
形
の
問
題
は
取

り
上
げ
ら
れ
な
い
の
？ 

 

上上
＆＆
色色
��
本本
当当
にに
計計
算算
だだ
けけ
でで
しし
たた
ねね･･････

。。  
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県
外
受
験
で
き
な
い
�
て
。 

 

上上
��
ふふ
てて
くく
ささ
れれ
てて
まま
しし
たた
ねね･･････

。。  
  

仁
�
も
う
、
す
ご
か
�
た
で
す

よ･･･

。
荒
れ
た
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん
も
困
る
ぐ
ら
い
荒

れ
て
、「
な
ん
で
さ
せ
て
く
れ

な
い
ん
⁉
」
み
た
い
に
な
�
て
。
そ
の
頃
は
本
人
も

な
ん
か
ブ
ス
�
と
し
て
授
業
受
け
て
て
。
で
も
、
な

ん
か
県
外
受
験
の
難
問
に
な
�
た
と
き
に
は
、「
解

け
な
い
と
！
」
と
か
、
そ
こ
で
別
に
切
れ
る
わ
け
で

も
な
く
、
そ
ん
な
姿
が
２
人
に
は
あ
�
た
な
と
思
�

て
。 

 

佐
�「
ま
、
次
の
日
で
い
い
か
」
と
か
な
ら
な
か
�
た
の
？

「
次
の
週
ま
で
に
で
き
れ
ば
い
い
か
」
と
か
。 

 

色色
��
多多
分分
、、「「
なな
んん
かか
いい
いい
とと
ここ
まま
でで
でで
きき
たた
ぞぞ
」」
��
てて
いい

うう
のの
をを
、、
最最
後後
まま
でで
やや
りり
たた
かか
��
たた
んん
でで
しし
��
うう

ねね･･････

。。  
 

仁
�
成
功
体
験
も
あ
る
の
か
な
？ 

そ
う
い
う
風
に
や
�

て
、
で
き
た
！
�
て
い
う
喜
び
と
か
。 

 

色色
��
多多
分分
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

 

仁
�
ち
�
ち
�
い
頃
か
ら
、
そ
う
い
う
体
験
を･･･

？ 
 

色色
��
多多
分分
、、
そそ
れれ
はは
小小
学学
生生
のの
頃頃
のの
能能
開開
でで
じじ
��
なな
いい
でで

すす
かか
ねね･･････

。。
算算
数数
とと
かか
、、
新新
しし
いい
発発
想想
がが
色色
々々
ああ
��

てて
、、
鶴鶴
亀亀
算算
とと
かか
最最
初初
見見
たた
時時
はは
「「
うう
んん･･････

？？  

どど

うう
やや
��
てて
解解
くく
んん
？？
」」
とと
思思
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
解解

きき
方方
がが
面面
白白
かか
��
たた
かか
らら
、、
そそ
ここ
がが
始始
まま
りり
だだ
��
たた

かか
なな･･････

。。  
  

仁
�
小
中
の
時
と
か
、諦
め
た
く
な
�
た
時
は
？「
も
う
、

分
か
ら
な
過
ぎ
て
嫌
だ
」
み
た
い
な
。 

 

上上
��
ああ
るる
けけ
どど･･････

実実
際際
にに
諦諦
めめ
るる
のの
はは
まま
たた
別別
のの
感感
じじ
。。

数数
学学
はは
ずず
��
とと
意意
味味
わわ
かか
んん
なな
くく
てて･･････

。。「「
テテ
キキ
スス

トト
のの
最最
初初
のの
方方
はは
解解
けけ
るる
のの
にに
、、
なな
んん
でで
後後
半半
にに
なな

るる
とと
解解
けけ
なな
くく
なな
るる
んん
だだ
ろろ･･････

」」
とと
かか
。。「「
なな
んん
でで

ここ
んん
なな
にに
ここ
のの
高高
校校
のの
はは
難難
しし
いい
んん
だだ
ろろ
うう･･････

嫌嫌

だだ
なな･･････

」」
とと
かか
思思
うう
けけ
どど
。。
でで
もも
、、
周周
りり
はは
解解
いい
てて

るる
しし
、、
諦諦
めめ
たた
らら
私私
だだ
けけ
諦諦
めめ
たた
ここ
とと
にに
なな
るる
しし
、、

そそ
れれ
がが
嫌嫌
でで
。。
みみ
んん
なな
がが
解解
けけ
てて
るる
もも
のの
をを
解解
けけ
なな

いい
のの
はは
当当
然然
嫌嫌
だだ
しし
、、
みみ
んん
なな
がが
諦諦
めめ
なな
いい
もも
のの
をを

自自
分分
だだ
けけ
がが
諦諦
めめ
るる
のの
もも
嫌嫌
だだ
��
たた
しし
。。  

 

仁
�
例
え
ば
「
ク
ラ
ス
の
２
、
３
人
だ
け
解
け
ま
し
た
。

他
の
人
は
解
け
て
ま
せ
ん
」
�
て
い
う
問
題
は
「
解

け
な
く
て
も
い
い
や
」
と
な
る
？ 

  

上上
��
いい
やや
、、
思思
わわ
なな
いい
でで
すす
ねね
。。
だだ
��
てて
、、
解解
けけ
てて
るる
人人
がが

いい
るる
んん
だだ
かか
らら
解解
かか
なな
いい
とと
。。
１１
人人
でで
もも
解解
けけ
てて
たた

らら
「「
自自
分分
もも
解解
かか
なな
いい
とと
！！
」」
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

 

仁
�
色
川
君
も
、
一
緒
？ 
 

色色
��
数数
学学
のの
場場
合合
はは
、、
同同
じじ
よよ
うう
にに
考考
ええ
ちち
��
うう
とと
思思
いい

まま
すす
。。
でで
もも
、、
国国
語語
はは
無無
理理
でで
すす･･････

。。
数数
学学
だだ
けけ
でで

すす
かか
ねね･･････

「「
絶絶
対対
解解
いい
てて
やや
るる
！！
」」みみ
たた
いい
なな
のの
はは
。。  

    

� 

能
開
�
�
人
�
�
�
�成
長 
� 

  

仁
�
２
人
と
も
勉
強
以
外
に
も
ね･･･

中
学
３
年
間
で
、途

中
で
グ
�
て
成
⾧
し
た
時
期
が
あ
�
た
ん
で
す
よ

ね
。
人
と
し
て
と
い
う
か
。 

上
村
さ
ん
は
中
１
の
途
中
か
ら
一
気
に
周
り
と

話
す
よ
う
に
な
�
た
。
最
初
は
、
上
村
さ
ん
に
は
誰

も
知
り
合
い
が
い
な
く
て
「
ぼ
�
ち
」
だ
�
た
ん
で

す
よ
ね
。 

そ
れ
が
、半
年
後
に
は
彼
女
が「
中
心
」

な
ん
で
す
よ
、
ク
ラ
ス
の
。
な
ん
で
あ
ん
な
に
急
に

み
ん
な
と
話
せ
る
よ
う
に
な
�
た
ん
だ
ろ
う･･･

�

て
。
み
ん
な
も
す
ご
く
慕
�
て
た
し
、
な
ん
で
あ
ん

な
に
急
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
の
か･･･

。 
 

上上
��
最最
初初
はは
、、
みみ
んん
なな
がが
いい
��
ぱぱ
いい
話話
しし
かか
けけ
てて
きき
てて
くく

れれ
てて
、、中中
学学
でで
演演
劇劇
発発
表表
会会
がが
ああ
��
てて
、、先先
生生
がが「「
ちち

��
��
とと
見見
にに
行行
ここ
うう
」」とと
言言
��
てて
、、見見
にに
行行
��
たた
時時
、、

附附
属属
のの
人人
たた
ちち
がが
「「
おお
��
いい
」」
��
てて
声声
かか
けけ
てて
くく
れれ

てて
、、
そそ
んん
なな
感感
じじ
でで
話話
すす
よよ
うう
にに
なな
るる
まま
でで
そそ
んん
なな

時時
間間
かか
かか
らら
なな
かか
��
たた
かか
なな
。。
ああ
とと
、、
隣隣
のの
人人
とと
のの
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佐
�
う
ん
。
な
ん
か
他
と
は
違
う
こ
と
を
や
�
て
た
。 

 
上上
��
英英
語語
はは
でで
きき
るる
だだ
けけ
いい
いい
質質
問問
をを
届届
けけ
たた
いい
とと
思思
��

たた
らら
、、やや
��
ぱぱ
りり「「
自自
分分
はは
ここ
うう
解解
いい
てて
、、ここ
うう
いい
うう

風風
にに
考考
ええ
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
ここ
うう
いい
うう
風風
にに
考考
ええ
れれ

ばば
いい
いい
んん
でで
すす
かか
ねね
」」
みみ
たた
いい
にに
、、「「
分分
かか
らら
なな
いい
かか

らら
」」
みみ
たた
いい
なな
質質
問問
はは
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
しし
てて
まま
しし
たた

ねね
。。  

  

佐
�
Ｈ
先
生
の
英
語
の
授
業
の
前
に
は
必
ず
、
眠
け
覚
ま

し
に
エ
ナ
ジ
�
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
た
も
ん
ね･･･

。 
 

上上
��
絶絶
対対
寝寝
てて
はは
いい
けけ
なな
いい
！！
とと
いい
うう
思思
いい
でで
。。最最
初初
、、ココ

��
ヒヒ
��
をを
試試
しし
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
眠眠
くく
なな
��
てて･･････
。。

集集
中中
しし
てて
てて
もも
眠眠
くく
なな
るる
とと
きき
もも
ああ
るる
じじ
��
なな
いい
でで

すす
かか
？？  

高高
校校
でで
体体
力力
をを
使使
いい
果果
たた
しし
てて
くく
るる
かか

らら･･････

。。  

でで
もも
、、
そそ
んん
なな
言言
いい
訳訳
はは
通通
用用  

しし
なな
いい
かか
らら
、、
うう
んん
。。「「
どど
うう
にに  

かか
起起
きき
なな
きき
��
」」
とと
思思
��
てて
授授  

業業
開開
始始
3300
分分
前前
ぐぐ
らら
いい
にに
寝寝
てて  

みみ
るる
とと
かか
、、
色色
々々
やや
��
てて
みみ
たた  

んん
でで
すす
けけ
どど
、、
最最
後後
はは
エエ
ナナ
ジジ
��  

ドド
リリ
ンン
クク
でで
しし
たた
ねね
。。  

  

色色
��
最最
初初
のの
授授
業業
でで
寝寝
てて  

しし
まま
いい
まま
しし
たた･･････

。。  
  

上上
��
ああ･･････

。。  

色色
��
色色
々々
、、
言言
わわ
れれ
まま
しし
たた･･････

。。  

一一
度度
注注
意意
ささ
れれ
てて
終終
わわ
りり
かか
とと  

思思
��
たた
らら
、、
そそ
のの
後後
かか
らら
度度
々々  

そそ
のの
時時
のの
ここ
とと
をを
話話
題題
にに
ささ
れれ  

てて･･････

。。
そそ
れれ
でで
、、「「
もも
うう
、、
ここ
れれ
はは
寝寝
るる
まま
いい
！！
」」
とと

思思
��
てて
、、
そそ
れれ
以以
降降
はは
寝寝
てて
なな
いい
でで
すす
ねね
。。  

 

上上
��
２２
回回
とと
かか
３３
回回
にに
なな
るる
とと
、、
でで
かか
いい
噴噴
火火
がが
起起
ここ
るる

かか
らら
気気
をを
つつ
けけ
たた
方方
がが
いい
いい
でで
すす
よよ･･････

。。  
 

仁
�
質
問
の
話
に
戻
る
と
、
普
通
の
人
は
宿
題
で
間
違
え

た
時
と
か
に「
こ
れ
,ど
こ
が
駄
目
な
ん
で
す
か
？
」

と
来
る
ん
で
す
け
ど
、
宿
題
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の

質
問
み
た
い
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
�
て
、「
あ

ん
ま
り
い
い
質
問
じ
�
な
い
な･･･

」
と
感
じ
る
こ

と
も
多
い
ん
で
す
。
で
も
、
彼
ら
の
質
問
に
は
、
宿

題
終
え
る
と
か
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
も
、「
ち
�
ん

と
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
か
、
あ
や
ふ
や

だ
�
た
時
に
、「
ち
�
ん
と
解
決
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
か
、
そ
ん
な
感
じ
の
意
識
が
あ
�
た
ん
じ
�

な
い
の
か
な･･･
。 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。「「
ここ
うう
いい
うう
風風
にに
解解
決決
しし
たた
いい
」」「「
分分
かか

らら
なな
いい
とと
ここ
ろろ
をを
なな
くく
しし
たた
いい
」」
��
てて
思思
いい
はは
常常
にに

ああ
りり
まま
しし
たた
。。
先先
取取
りり
中中
心心
のの
他他
塾塾
にに
行行
��
てて
てて
、、

途途
中中
かか
らら
能能
開開
とと
のの
並並
行行
にに
なな
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

「「
なな
んん
かか
能能
開開
のの
方方
がが
面面
白白
いい
なな･･････

」」「「
なな
んん
かか
やや

��
てて
るる
ここ
とと
のの
レレ
ベベ
ルル
がが
高高
いい
なな･･････

」」��
てて
感感
じじ
てて
。。

計計
算算
だだ
けけ
よよ
りり
もも
応応
用用
ささ
せせ
てて
色色
んん
なな
問問
題題
をを
解解
くく

のの
がが
面面
白白
かか
��
たた
のの
もも
ああ
��
てて
。。  

上上
村村
ささ
んん
はは
、、
どど
ここ
まま
でで
行行
��
たた
んん
でで
すす
かか
？？  

  

上上
��
一一
応応
、、
最最
終終
教教
材材
がが
終終
わわ
��
たた
かか
なな
。。  

  

色色
��
僕僕
はは
途途
中中
のの「「
連連
立立
方方
程程
式式
」」ぐぐ
らら
いい
でで
分分
かか
らら
なな
くく

なな
��
てて
、、「「
筆筆
算算
のの
割割
りり
算算
」」
みみ
たた
いい
なな
とと
ここ
にに
戻戻
��

たた
らら
、、
もも
うう
分分
かか
らら
なな
くく
なな
��
てて
てて
、、
数数
学学
はは
全全
然然

進進
めめ
らら
れれ
ずず
にに
なな
��
てて
しし
まま
��
てて･･････

。。途途
中中
かか
らら
能能

開開
にに
入入
��
てて･･････

、、
ああ
れれ
、、
何何
のの
質質
問問
でで
しし
たた
��
けけ
？？  

 

仁
�
例
え
ば
、最
難
関
の
授
業
で
、普
通
の
人
は「
ま
あ
、

自
分
は
そ
の
レ
ベ
ル
に
い
�
て
な
い
か
ら
」「
最
難

関
受
験
し
な
い
し
」「
こ
れ
は
分
か
ん
な
く
て
い
い

や
」
�
て
人
が
結
構
い
た
ん
だ
け
ど
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
�
た
時
、「
そ
れ
は
嫌
だ
か
ら
な
ん
と
か

解
決
し
よ
う
」
と
か
「
で
き
れ
ば
、
も
う
そ
の
日
の

う
ち
に
解
決
し
た
い
」
と
か
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が

強
か
�
た
ん
じ
�
な
い
の
か
な･･･

。
県
外
受
験
な

ん
て
考
え
て
い
な
か
�
た
ん
だ
よ
ね
？  

 

色色
��
考考
ええ
てて
いい
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。  

  

仁
�
で
も
、
県
外
受
験
用
の
問
題
を
や
�
た
ら
、
そ
れ
が

何
の
科
目
だ
ろ
う
が
、
解
決
を
そ
の
場
で
し
よ
う
�

て
な
る
で
し
�
？ 

そ
れ
が
す
ご
い
な
と
思
�
て
。

な
ん
で
、
そ
ん
な
風
に
思
え
る
ん
だ
ろ
う
？ 

上
村

さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

そ
う
い
え
ば
、
途
中
で
ふ
て
く
さ
れ
て
た･･･

。 
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仁
�
対
す
る
色
川
君
は
、
も
う
最
初
は
自
由
人
�
て
い
う

印
象
が
強
く
て
。 

 

色色
��
ええ
？？  

そそ
うう
なな
んん
でで
すす
かか
？？  

 

仁
�
ち
�
ん
と
や
る
ん
で
す
よ
。
ち
�
ん
と
や
る
ん
だ
け

ど
、
マ
イ
ペ
�
ス
で
我
が
道
を
行
く
�
て
い
う
か
。

芯
が
し
�
か
り
し
て
ん
だ
ろ
う
な
�
て
い
う
の
は

あ
�
て
、
あ
ん
ま
り
他
の
人
に
ど
う
思
わ
れ
る
か
、

あ
ま
り
ビ
ク
ビ
ク
し
て
な
い
と
い
う
か
。「
自
分
の

こ
と
を
し
�
か
り
や
�
て
い
れ
ば
」
�
て
い
う
気
持

ち
が
結
構
強
か
�
た
。
そ
れ
が
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
�

て
い
�
た
ん
で
す
よ
。 

あ
る
エ
ピ
ソ
�
ド
が
あ
�
て
、
入
試
の
倍
率
発
表

の
日
の
こ
と
。
そ
れ
を
知
�
た
と
き
、
あ
ま
り
に
も

嬉
し
く
て
、
お
母
さ
ん
に
面
談
の
時
に
伝
え
ま
し
た
。  

 

彼
は
自
分
で
解
け
て
し
ま
い
、
質
問
・
相
談
も
ほ

と
ん
ど
な
か
�
た
。
そ
ん
な
彼
が
中
３
の
倍
率
発
表

の
日
に
初
め
て
「
相
談
が
あ
る
ん
で
す
け
ど…

」
�

て
き
た
ん
で
す
。び
�
く
り
し
ま
し
た…

。だ
か
ら
、

こ
�
ち
も
「
何
を
相
談
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う…

」
�
て

不
安
に
な
�
た
の
を
覚
え
て
る
。
覚
え
て
な
い
？ 

 

色色
��
覚覚
ええ
てて
なな
いい
でで
すす……

。。  
 

仁
�
彼
が
言
�
た
の
は
、
倍
率
を
見
て 

自
信
な
く
し
て
、「
こ
の
自
分
の 

志
望
に
対
し
て
こ
の
ま
ま
で
い
い 

ん
だ
ろ
う
か…

」
と
悩
ん
で
る
友 

達
が
い
て
、「
そ
の
友
達
に
ど
う
声
か
け
た
ら
い
い

の
か
、
ど
う
い
う
風
に
接
し
た
ら
い
い
の
か
」
�
て

相
談
で
し
た
。「
色
川
君
が
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

人
に
な
�
て
く
れ
た…

」
�
て
い
う
の
で
嬉
し
く
て
、

そ
の
後
の
三
者
面
談
で
お
母
さ
ん
に
話
し
た
ら
、
お

母
さ
ん
め
�
ち
�
泣
か
れ
て
た
よ
。 

 

色色
��
確確
かか
にに
言言
��
たた
なな……

。。
思思
いい
出出
しし
てて
きき
たた……

。。  
  

仁
�
彼
は
優
秀
だ
�
た
ん
で
、
周
り
か
ら
し
た
ら
、
彼
か

ら
励
ま
さ
れ
て
も
嫌
味
に
し
か
聞
こ
え
な
い
。「
お

前
は
い
い
よ
な…

」
�
て
い
う
感
じ
に
な
�
ち
�
う
。

だ
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
当
然
悩
む
と
い
う
か
、

ど
う
言
�
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
�
て
い

う
こ
と
を
す
ご
く
悩
ん
で
た
み
た
い
で
す
ね
。 
 

佐
�
ま
あ
、
そ
う
い
う
の
は
高
校
入
試
特
有
の
心
配
と
い

う
か
、
倍
率
が
１
倍
台
と
い
う
。
大
学
入
試
で
は
、

３
倍
４
倍
が
当
た
り
前
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
心
配
す

る
も
何
も
、
高
す
ぎ
て
「
心
配
し
て
も
し
�
う
が
な

い･･･

」
�
て
な
る
か
ら
ね
。 

 

仁
�
そ
う
、
そ
う
。
高
校
入
試
は
倍
率
が
低
い
分
、
よ
り

リ
ア
ル
な
ん
で
す
よ
ね
。 

 

上上
��
高高
校校
入入
試試
��
てて
、、
みみ
んん
なな
基基
本本
的的
にに
はは
同同
じじ
会会
場場
にに

いい
るる
じじ
��
なな
いい
でで
すす
かか
。。
そそ
んん
なな
中中
でで
倍倍
率率
とと
かか
考考

ええ
たた
とと
きき
、、「「
友友
達達
はは
ここ
うう
」」「「
自自
分分
はは……

」」
みみ
たた
いい

なな
、、よよ
りり
なな
んん
かか
ここ
うう「「
人人
間間
関関
係係
」」��
ぽぽ
くく
なな
いい
でで

すす
かか
？？  

だだ
かか
らら
、、
多多
分分
大大
変変
なな
んん
でで
すす
よよ
。 
 

佐
�
そ
う
だ
ね…

。
大
学
入
試
は
全
国
区
だ
か
ら
、
敵
・

ラ
イ
バ
ル
の
顔
が
見
え
な
い…
。
だ
か
ら
、
比
較
的

気
持
ち
は
楽…

。 
 

上上
��
能能
開開
にに
はは
私私
のの
中中
学学
かか
らら
来来
てて
るる
人人
はは
多多
くく
なな
くく
てて
、、

呑呑
気気
にに
しし
てて
たた
けけ
どど
、、
附附
属属
のの
人人
たた
ちち
はは
「「
何何
倍倍
だだ

��
てて……

」」
みみ
たた
いい
なな
話話
をを
しし
てて
まま
しし
たた
ねね……

。。  
  

仁
�
そ
う
い
う
の
も
あ
�
て
な
の
か
、
本
人
は
分
か
ら
な

い
と
思
う
け
ど
、
色
川
君
に
憧
れ
て
る
同
級
生
も
い

て
、「
色
川
君
み
た
い
に
な
り
た
い
」「
色
川
君
を
尊

敬
し
て
ま
す
」
と
言
�
て
る
人
も
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
「
勉
強
も
で
き
て…

サ
�
カ
�
も
で
き
て…

」
み

た
い
な
表
面
を
見
て
の
尊
敬
で
し
た
け
ど
、
中
３
の

後
半
ぐ
ら
い
か
ら
は
、
私
は
心
の
中
で
「
そ
れ
以
上

に
す
ご
い
と
こ
ろ
が
彼
に
あ
る
け
ど
ね…

」
�
て
思

�
て
ま
し
た
よ
。 

 

佐
�
ど
う
す
る
？ 

こ
ん
な
に
持
ち
上
げ
ら
れ
て
。 

 

色色
��
ここ
ここ
はは
絶絶
対対
にに
載載
せせ
まま
しし
��
うう
ねね
。。  

 

仁
�
だ
か
ら
、
総
代
に
な
�
た
と
聞
い
た
時
に
は
、
同
級

生
は
嬉
し
か
�
た
ん
じ
�
な
い
か
な
�
て
思
い
ま

す
ね
。「
俺
た
ち
の
色
川
君
が
選
ば
れ
た
ぞ
！
」�
て
。 
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交交
換換
採採
点点
のの
時時
、、
女女
子子
のの
細細
かか
いい
ココ
ミミ
��
ニニ
ケケ
��
シシ

��
ンン
��
てて
ああ
るる
じじ
��
なな
いい
でで
すす
かか･･････

110000
点点
だだ
��
たた

らら
キキ
ララ
キキ
ララ
つつ
けけ
るる
みみ
たた
いい
なな
。。
そそ
うう
いい
うう
のの
がが
、、

楽楽
しし
くく
てて
やや
��
てて
たた
らら
、、
ちち
��
��
とと
ずず
つつ
仲仲
良良
くく
なな

��
てて
��
たた
みみ
たた
いい
なな
。 

 

仁
�
上
村
さ
ん
の
、
こ
の
学
年
の
女
の
子
と
か
は
、
自
分

よ
り
先
に
相
手
が
解
け
て
も
、
全
然
ギ
ス
ギ
ス
し
な

か
�
た
ん
だ
よ
ね
。 

 

上上
��
本本
当当
にに
大大
人人
でで
、、
みみ
んん
なな
がが
。。
女女
子子
同同
士士
じじ
��
、、
嫉嫉

妬妬
・・
妬妬
みみ
みみ
たた
いい
なな
のの
はは
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね
。。  

 

仁
�
そ
う
い
う
の
、
男
子
に
は
あ
�
た
の･･･

？ 
 

上上
��
男男
子子
はは……

。。妙妙
にに
スス
トト
イイ
��
クク
なな
人人
もも
いい
てて……

。。尖尖
��

てて
まま
しし
たた
ねね……

。。  
 

仁
�
な
ん
か
も
う
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
も
う

す
ぐ
に
「
私
は
全
部
解
け
る
よ
う
に
、
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
！
」
�
て
い
う
の
が
、

途
中
か
ら
急
に
大
き
く
な
�
た
と
い
う
か
。
で
も
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
段
々
減
�
て
い
�
た
の
も
確

か
だ
よ
ね
。 

 

上上
��
なな
んん
かか
減減
��
てて
きき
まま
しし
たた
ねね
。。
確確
かか
にに
。。  

最最
初初
はは
全全
部部
分分
かか
らら
なな
かか
��
たた
かか
らら
、、
全全
部部
分分
かか

るる
よよ
うう
にに
��
てて「「
加加
点点
方方
式式
」」だだ
��
たた
けけ
どど
、、数数
学学
がが

中中
学学
��
ぽぽ
くく
なな
��
てて
くく
るる
とと
同同
時時
にに
、、
逆逆
にに
分分
かか
らら

なな
いい
問問
題題
がが
目目
立立
��
てて
きき
てて
、、「「
じじ
��
ああ
、、
分分
かか
らら
なな

いい
とと
ここ
ろろ
をを
潰潰
しし
てて
いい
ここ
うう
かか
」」
みみ
たた
いい
なな
減減
点点
方方

式式
にに
なな
��
てて
。。  

  

仁
�
途
中
か
ら
数
学
の
授
業
の
時
に
、
自
信
が
出
て
き
て

る
感
じ
が
し
て
、中
１
の
時
な
ん
か
は
、「
私
に
当
て

な
い
で
く
だ
さ
い
オ
�
ラ
」
が
出
て
て
、「
私
、
無
理

で
す
か
ら
」
�
て
感
じ
で
授
業
を
受
け
て
た
印
象
が

あ
�
た
か
ら
。
い
つ
か
ら
自
信
持
て
る
よ
う
に
な
�

た
の
？ 

数
学
は
苦
手
だ
�
た
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、

自
信
は
出
て
き
た
で
し
�
？ 

 

上上
��
自自
信信
��
てて
いい
うう
かか
、、「「
意意
外外
にに
そそ
れれ
ほほ
どど
置置
いい
てて
かか
れれ

てて
るる
わわ
けけ
じじ
��
なな
いい
なな……

」」
とと
なな
��
たた
時時
期期
がが
ああ
��

てて
、、「「
もも
うう
ちち
��
��
とと
頑頑
張張
��
たた
らら
みみ
んん
なな
にに
追追
いい
つつ

けけ
るる
かか
もも……

」」
とと
なな
��
てて
まま
しし
たた
。。  

 

仁
�
中
１
の
時
は
、
ク
ラ
ス
の
中
で
は
「
で
き
な
い
子
」

�
て
い
う
位
置
づ
け
で…

。
私
が
座
席
を
決
め
る
と

き
に
は
、
上
村
さ
ん
は
一
番
前
に
し
て
ま
し
た
。
で

も
、
中
２
途
中
ぐ
ら
い
か
ら
は
「
も
う
後
ろ
の
席
で

も
い
い
か
な
」
み
た
い
に
思
�
て
、
あ
ん
ま
り
心
配

じ
�
な
く
な
�
た
と
い
う
か
。 

 

上上
��
学学
校校
のの
進進
みみ
がが
遅遅
かか
��
たた
のの
もも
ああ
��
たた
のの
かか
なな
。。
図図

形形
をを
中中
学学
でで
ちち
��
んん
とと
やや
��
てて
かか
らら
はは
、、
中中
学学
のの
範範

囲囲
はは
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
��
てて
きき
てて
。。
勉勉
強強
自自
体体
すす
るる

よよ
うう
にに
なな
��
たた
んん
じじ
��
なな
いい
でで
すす
かか
ねね
。。
中中
１１
はは
ああ

んん
まま
りり
勉勉
強強
しし
てて
なな
かか
��
たた……

。。  
佐
�
高
２
の
夏
休
み
ぐ
ら
い
か
ら
だ
け
ど
、
高
校
部
で
は

受
験
演
習
に
入
�
て
か
ら
何
問
ぐ
ら
い
や
�
た
�

け
？ 

 

上上
��

440000
問問
以以
上上
やや
��
てて
まま
すす
よよ
ねね
。。    

  

佐
�
沢
山
や
�
て
き
た
よ
ね…

。
あ
あ
い
う
数
学
の
大
学

入
試
の
問
題
、
ど
ん
な
感
じ
で
映
�
て
た
？ 

 

上上
��
算算
数数
よよ
りり
はは
まま
しし
かか
なな
��
てて……

。。  
 

佐
�
あ
あ…

。
や
�
ぱ
り
算
数
は
む
ず
い
？ 

 

上上
��
算算
数数
はは
でで
きき
なな
かか
��
たた
でで
すす
ねね……

。。
ずず
��
とと
未未
習習
だだ

��
たた
んん
でで
、、
算算
数数
だだ
けけ
。 

 

仁
�
や
�
て
な
か
�
た
で
す
ね
。
中
学
受
験
の
算
数
を
一

切
、
彼
女
は…

。 
 

佐
�
逆
に
、
あ
あ
い
う
難
易
度
の
高
い
大
学
入
試
問
題
の

方
が
や
り
や
す
い
？ 

と
�
か
か
り
や
す
い
？ 

 

上上
��
図図
形形
のの
問問
題題
でで
もも
、、
座座
標標
にに
落落
とと
しし
込込
めめ
るる
じじ
��
なな

いい
でで
すす
かか
。。
そそ
うう
なな
��
てて
かか
らら
はは
「「
よよ
��
しし
��
！！
算算

数数
もも
うう
なな
いい
やや
んん
！！
」」
とと
思思
��
たた
感感
じじ
でで
すす
かか
ねね
。。  

 

佐
�
使
え
る
道
具
が
多
く
な
る
か
ら
ね
。
大
学
入
試
に
な

る
と
ね
。
小
学
校
で
は
道
具
が
な
い
も
ん
ね
。 
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仁
�
高
校
受
験
の
時
は
全
く
逆
で
、
こ
れ
色
川
君
も
そ
う

だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
２
人
と
も
ギ
リ
ギ
リ
じ
�

な
い
�
て
い
う
か
、
危
機
感
は
そ
こ
ま
で
な
か
�
た

と
思
う
ん
で
す
よ
。
正
直
、
落
ち
る
か
も…

�
て
危

機
感
は
あ
�
た
？ 

そ
れ
ほ
ど
な
か
�
た
で
し
�

…

？ 

で
も
、
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
も
下
が
る
こ
と
な

く
、も
�
と
上
へ
！
�
て
努
力
で
き
て
た
。な
ん
で
、

そ
ん
な
風
に
で
き
る
ん
だ
ろ…

�
て
思
�
て
ま
し

た
。「
合
格
ラ
イ
ン
に
も
達
し
て
い
る
し
、こ
ん
な
も

ん
で
い
い
か
な
」
み
た
い
な
の
は
な
か
�
た
？ 

 

色色
��
多多
分分
、、理理
由由
はは
二二
つつ
ああ
��
てて
、、ギギ
リリ
ギギ
リリ
じじ
��
なな
くく
、、

余余
裕裕
をを
もも
��
てて
入入
りり
たた
いい
なな
��
てて
いい
うう
ここ
とと
とと
、、
もも

うう
一一
つつ
はは
、、
ささ
��
きき
上上
村村
ささ
んん
もも
言言
��
てて
たた
んん
でで
すす

けけ
どど
、、
分分
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
のの
方方
がが
少少
なな
くく
なな
��
てて
きき

てて
てて
、、
そそ
のの
ああ
とと
1100
%%
ぐぐ
らら
いい
をを
分分
かか
��
ちち
��
いい

たた
いい
しし
、、理理
解解
しし
ちち
��
いい
たた
いい
なな
��
てて
いい
うう
思思
いい
でで
。。

110000
%%
にに
でで
きき
るる
限限
りり
近近
づづ
けけ
たた
いい
みみ
たた
いい
なな
。。  

 

佐
�
負
け
ず
嫌
い
？ 

貪
欲
さ
？ 

 

色色
��
どど
��
ちち
もも
ああ
��
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

 

佐
�
多
分
、
２
人
と
も
そ
う
だ
よ
ね
。
も
う
お
そ
ら
く
合

格
は
大
丈
夫
で
、
そ
ん
な
中
で
、
勉
強
に
対
す
る
モ

チ
ベ
�
シ
�
ン
を
維
持
す
る
�
て
言
�
た
ら
、
貪
欲

さ
や
解
け
な
い
悔
し
さ
が
な
い
と
ね
。 

 

上上
��「「
周周
りり
はは
もも
��
とと
勉勉
強強
しし
てて
るる
しし
」」「「
みみ
んん
なな
自自
習習
室室

とと
かか
でで
勉勉
強強
しし
てて
るる
しし……

」」
みみ
たた
いい
なな
。。
ココ
ロロ
ナナ
のの

影影
響響
でで
、、
ほほ
ぼぼ
外外
にに
出出
てて
なな
くく
てて
、、「「
おお
そそ
らら
くく
みみ
んん

なな
、、
私私
のの
見見
ええ
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
私私
とと
同同
じじ
ぐぐ
らら
いい
頑頑

張張
��
てて
るる
んん
だだ
ろろ
うう
なな……

」」
とと
思思
��
てて
、、「「
能能
開開
のの
みみ

んん
なな
とと
同同
じじ
ぐぐ
らら
いい
頑頑
張張
��
てて
、、
同同
じじ
高高
校校
にに
行行
きき

たた
いい
なな
」」
��
てて
思思
��
てて
まま
しし
たた
。。  

    

� 

進
路 

� 

  

佐
�
結
構
⾧
時
間
に
な
�
て
る
け
ど
、
喉
、 

大
丈
夫
？ 

 

上上
��
いい
やや
、、
ここ
のの
程程
度度
喋喋
るる
ぐぐ
らら
いい
でで
喉喉
がが
渇渇
くく
よよ
うう
なな

人人
間間
でで
はは
ごご
ざざ
いい
まま
せせ
んん
。。  

 

仁
�
喋
る
の
好
き
だ
よ
ね…

。
ず
�
と
喋
�
て
た
イ
メ
�

ジ
が
あ
り
ま
す
ね…

。  
 

佐
�
上
村
さ
ん
は
、
そ
の
「
喋
り
」
を
生
か
し
て
、
指
導

者
の
道
へ
、
ど
う
？ 

 

上上
��
分分
かか
らら
なな
いい
でで
すす
ねね……

本本
当当
にに
、、
分分
かか
らら
なな
いい……

。。  

喋喋
るる
のの
好好
きき
でで
得得
意意
だだ
��
たた
らら
、、
人人
をを
導導
けけ
るる
かか
��

てて
いい
��
たた
らら
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
もも
なな
いい
だだ
ろろ
うう
しし
。。  

 

佐
�
書
く
の
も
好
き
だ
よ
ね
？ 

 

上上
��
なな
んん
かか
文文
字字
書書
くく
のの
がが
、、好好
きき
なな
んん
でで
すす
よよ
ねね
。。メメ
モモ

取取
るる
のの
とと
かか
もも
結結
構構
好好
きき
だだ
しし
。。  

 

佐
�
相
手
に
何
か
を
伝
え
る
こ
と
が
好
き
な
の
か
な
？ 

 

上上
��
相相
手手
にに
伝伝
ええ
るる
��
てて
よよ
りり
はは
、、
自自
分分
でで
アア
ウウ
トト
ププ
��

トト
しし
たた
いい
だだ
けけ
でで
、、
相相
手手
がが
受受
信信
すす
るる
かか
どど
うう
かか
はは

ああ
んん
まま
りり
気気
にに
しし
てて
なな
くく
てて……

。。
だだ
かか
らら
、、
早早
口口
なな

んん
だだ
とと
思思
うう
んん
でで
すす
けけ
どど
ねね……

。 
 

佐
�
色
川
君
は
、
あ
ま
り
口
数
多
い
方
じ
�
な
い
よ
ね
？ 

 

色色
��
うう
��
んん
。。
まま
ああ
、、
時時
とと
場場
合合
にに
よよ
りり
まま
すす
けけ
どど
、、
多多
いい

方方
じじ
��
なな
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

 

佐
�
息
抜
き
は
、
ひ
た
す
ら
漫
画
？ 

 

色色
��
いい
やや
、、
ササ
��
カカ
��
もも
しし
てて
まま
しし
たた
しし
。。
ああ
とと
はは
、、
そそ
れれ

ほほ
どど
でで
もも
なな
いい
でで
すす
けけ
どど
、、
スス
ママ
ホホ
かか
なな……

。。
そそ
れれ

ほほ
どど
話話
すす
のの
はは
好好
きき
じじ
��
なな
いい
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
ココ
ミミ

��
ニニ
ケケ
��
シシ
��
ンン
取取
るる
のの
はは
好好
きき
でで
すす
ねね
。。  

 

仁
�
家
の
環
境
的
に
好
き
勝
手
に
喋
れ
な
い
よ
ね
？  

妹
と
弟
が
結
構
や
り
合
う
ら
し
く
、 

お
母
さ
ん
に
よ
る
と
、
色
川
君
が 

い
つ
も
そ
れ
を
調
整
し
て
る
ら
し 

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
お
母
さ
ん 

の
今
の
一
番
の
心
配
事
は
、
兄
が 

大
学
に
進
学
し
て
、
一
人
暮
ら
し 
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�
能
開
�
�…

？
� 

  

佐
�
能
開
は
生
活
の
中
で
、
ど
ん
な
位
置
付
け
？ 

 

色色
��
まま
ああ
、、
生生
活活
のの
一一
部部
。。  

中中
学学
校校
のの
時時
はは
部部
活活
がが
そそ
れれ
ほほ
どど
きき
つつ
くく
なな
かか
��

たた
んん
でで
、、放放
課課
後後
はは
もも
うう
能能
開開
行行
��
てて
、、そそ
しし
てて
、、何何

時時
にに
家家
にに
帰帰
��
てて
、、
みみ
たた
いい
にに
ほほ
ぼぼ
ルル
��
テテ
��
ンン
化化

ささ
れれ
てて
てて
、、
そそ
うう
いい
うう
意意
味味
でで
日日
常常
のの
一一
部部
でで
しし
たた

ねね
。。  

 

佐
�
上
村
さ
ん
は
？ 

 

上上
��
印印
象象
はは
中中
学学
部部
とと
高高
校校
部部
でで
違違
うう
んん
でで
すす
けけ
どど……

。。  

小小
学学
校校
のの
頃頃
はは
、、
でで
きき
なな
いい
、、
分分
かか
らら
なな
いい
��
てて

ここ
とと
がが
ああ
んん
まま
りり
なな
かか
��
たた
しし
、、「「
自自
分分
はは
意意
外外
とと
勉勉

強強
でで
きき
るる
のの
かか
もも
なな
」」
なな
んん
てて
風風
にに
もも
思思
��
てて
たた
けけ

どど
、、
中中
１１
でで
能能
開開
にに
入入
��
てて
「「
自自
分分
はは
ここ
んん
なな
低低
いい

点点
取取
��
てて
何何
をを
しし
てて
るる
んん
だだ……

」」
みみ
たた
いい
にに
感感
じじ
てて

……

。。「「
自自
分分
はは
ああ
んん
まま
りり
勉勉
強強
でで
きき
なな
いい
のの
かか
もも
なな……

」」

��
てて
いい
うう
現現
実実
をを
突突
きき
つつ
けけ
らら
れれ
てて
、、そそ
れれ
がが
嫌嫌
でで
、、

最最
初初
はは
能能
開開
もも
ああ
んん
まま
りり
楽楽
しし
くく
なな
かか
��
たた……

。。
知知

らら
なな
いい
人人
ばば
かか
りり
だだ
しし
、、
先先
生生
にに
もも
授授
業業
以以
外外
のの
質質

問問
もも
でで
きき
ずず……

。。
私私
、、
多多
分分
中中
２２
のの
終終
わわ
りり
ぐぐ
らら
いい

まま
でで
能能
開開
のの
トト
イイ
レレ
がが
どど
ここ
にに
ああ
るる
かか
もも
知知
らら
なな
くく

てて……

だだ
かか
らら
、、
能能
開開
にに
⾧⾧
いい
ここ
とと
滞滞
在在
でで
きき
なな
かか
��

たた
んん
でで
すす
よよ……

。。
玄玄
関関
かか
らら
教教
室室
にに
直直
行行
しし
てて
、、
授授

業業
がが
終終
わわ
��
たた
らら
帰帰
るる
だだ
けけ
��
てて
日日
々々
をを
過過
ごご
しし
てて

たた
かか
らら……

知知
らら
なな
くく
てて
、、
周周
りり
にに
何何
がが
ああ
るる
のの
かか
。。  

そそ
れれ
がが
、、
中中
１１
のの
秋秋
ぐぐ
らら
いい
かか
らら
、、
他他
のの
中中
学学
のの

人人
たた
ちち
がが
話話
しし
かか
けけ
てて
くく
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
��
てて
、、
女女

子子
とと
はは
喋喋
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
ねね
。。
そそ
れれ
でで
、、

しし
ばば
らら
くく
しし
たた
らら
学学
校校
よよ
りり
もも
能能
開開
のの
方方
がが
楽楽
しし
くく

なな
��
てて
。。
能能
開開
にに
はは
、、
話話
がが
合合
うう
人人
もも
いい
��
ぱぱ
いい
いい

るる
しし
、、授授
業業
もも
面面
白白
いい
しし
。。だだ
かか
らら
、、能能
開開
にに
行行
くく
たた

めめ
にに
学学
校校
にに
行行
かか
なな
きき
��
いい
けけ
なな
いい……

みみ
たた
いい
にに
なな

��
てて
まま
しし
たた
。。  

              
加加
ええ
てて
、、
中中
３３
にに
なな
��
てて
ココ
ロロ
ナナ
のの
影影
響響
でで
リリ
モモ

��
トト
授授
業業
がが
増増
ええ
てて「「
行行
きき
たた
いい
のの
にに
行行
けけ
なな
いい……

」」

状状
況況
にに
なな
��
てて
、、
余余
計計
にに
能能
開開
がが
恋恋
しし
くく
なな
��
たた
とと

いい
うう
かか
、、
存存
在在
がが
大大
きき
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

高高
校校
部部
はは
、、
中中
学学
部部
かか
らら
エエ
スス
カカ
レレ
��
タタ
��
みみ
たた

いい
なな
感感
じじ
でで
行行
��
てて
、、
他他
塾塾
のの
方方
にに
もも
、、
やや
��
ぱぱ
りり

理理
科科
がが
どど
うう
しし
てて
もも
苦苦
手手
だだ
��
たた
かか
らら
「「
先先
取取
りり
しし

なな
きき
��……

」」
でで
行行
��
てて
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
なな
んん
かか
機機

械械
的的
だだ
なな
とと
思思
��
てて
てて
、、能能
開開
のの
方方
がが「「
一一
対対
一一
」」感感

がが
強強
いい
とと
いい
うう
かか
、、
そそ
れれ
がが
良良
かか
��
たた
でで
すす
。。  

ＨＨ
先先
生生
のの
授授
業業
でで
はは
「「
ここ
んん
なな
にに
面面
白白
いい
英英
語語
もも

世世
のの
中中
にに
ああ
るる
んん
だだ
なな
」」
とと
感感
じじ
たた
しし
、、
数数
学学
もも
学学

校校
だだ
とと
つつ
まま
づづ
くく
ここ
とと
はは
ああ
まま
りり
なな
かか
��
たた
けけ
どど
、、

能能
開開
だだ
とと
つつ
まま
づづ
くく
しし
、、
中中
学学
部部
とと
同同
じじ
でで
自自
分分
がが

でで
きき
なな
いい
ここ
とと
がが
見見
ええ
てて
くく
るる
のの
はは
能能
開開
だだ
なな……

とと

思思
��
てて
、、「「
せせ
��
せせ
ここ
せせ
��
せせ
ここ
通通
��
てて
３３
年年
間間……

」」

��
てて
感感
じじ
でで
しし
たた
。。  

  

佐
�
上
村
さ
ん
、
最
初
の
高
１
春
期
講
習
か
ら
最
後
の
高

３
冬
期
講
習
ま
で
す
べ
て
参
加
し
て
く
れ
た
よ

ね･･･

。 
 

上上
��
数数
学学
はは
アア
メメ
リリ
カカ
研研
修修
のの
時時
にに
休休
まま
ざざ
るる
をを
ええ
なな
かか

��
たた
でで
すす
がが
、、
そそ
れれ
以以
外外
はは
休休
んん
でで
なな
いい
でで
すす
。。  

 

佐
�
正
直
な
と
こ
ろ
ね
「
東
大
を
受
け
る
！
」
�
て
聞
い

た
時
に
、
能
開
の
夏
期
・
冬
期
の
講
習
を
受
け
る
よ

り
は
、
首
都
圏
の
大
手
予
備
校
の
講
習
�
て
の
も
経

験
し
て
み
た
方
が
い
い
ん
じ
�
な
い
か
と…

、
実
際

に
東
大
を
受
験
す
る
人
た
ち
の
中
で
勉
強
し
て
、
刺

激
受
け
る
の
も
い
い
ん
じ
�
な
い
か…

と
思
�
て
、

そ
�
ち
も
勧
め
て
み
よ
う
か
な
と
思
�
て
た
。
で
も

結
局
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
能
開
の
講
習
も
ず
�
と

参
加
し
て
く
れ
た…

。
非
常
に
あ
り
が
た
か
�
た
し
、

嬉
し
か
�
た
な
。
首
都
圏
の
大
手
予
備
校
の
講
習
に

参
加
し
よ
う
と
か
考
え
な
か
�
た
？ 

 

上上
��
県県
外外
受受
験験
をを
しし
なな
かか
��
たた
段段
階階
でで
、、
県県
外外
とと
はは
決決
別別

しし
たた
とと
いい
うう
かか……

、、
最最
後後
のの
時時
だだ
けけ
ポポ
ンン
��
とと
行行
くく

よよ
りり
はは
、、
自自
分分
はは
基基
本本
的的
にに
ギギ
リリ
ギギ
リリ
まま
でで
ホホ
��
ムム

のの
方方
にに
いい
たた
いい
なな……

とと
。。  
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度度
」」  

１１
年年
生生
とと
２２
年年
生生
のの
途途
中中
まま
でで
のの
成成
績績
をを
元元
にに
、、

３３
年年
生生
かか
らら
のの
進進
学学
先先
をを
決決
めめ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
制制

度度
。。東東
大大
のの「「
リリ
ベベ
ララ
ルル
・・
アア
��
ツツ
教教
育育
」」のの
一一
環環
でで
、、

入入
学学
後後
、、
いい
きき
なな
りり
専専
門門
分分
野野
にに
囚囚
わわ
れれ
るる
ここ
とと
なな

くく
、、
興興
味味
をを
持持
��
たた
ここ
とと
はは
何何
でで
もも
広広
くく
学学
ぶぶ
ここ
とと

がが
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
��
てて
いい
るる
。。))
もも
ああ
るる
しし
、、
東東
大大

なな
らら
、、
どど
ここ
にに
進進
んん
でで
もも
ギギ
リリ
ギギ
リリ
まま
でで
迷迷
ええ
るる
しし

……

みみ
たた
いい
なな
ここ
とと
をを
言言
��
てて
いい
るる
人人
もも
いい
まま
しし
たた
。。  

  

佐
�
時
間
が
経
つ
の
、
意
外
と
早
か
�
た
よ
ね
？ 

高
校 

３
年
間
な
ん
て
あ
�
と
い
う
間
じ
�
な
か
�
た
？ 

 

上上
��
気気
づづ
いい
たた
らら
なな
んん
かか
終終
わわ
��
てて
まま
しし
たた
ねね
。。  

 

佐
�
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
悠
⾧
に
考
え
て
る
と…

。 
 

上上
��
進進
路路
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
時時
間間
はは
たた
��
ぷぷ
りり
ああ
るる
とと
思思

うう
んん
だだ
けけ
どど
、、
振振
りり
返返
��
てて
みみ
るる
とと
、、
真真
剣剣
にに
考考
ええ

てて
るる
時時
間間
はは
少少
なな
かか
��
たた
かか
なな……

。。
色色
々々
ああ
るる
かか
らら

ねね……

。。
青青
陵陵
祭祭
((
体体
育育
祭祭
))
もも
ああ
るる
しし……

。 
 

佐
�
行
事
と
か
、
一
生
懸
命
や
る
人
だ
�
た
�
け
？  

 

上上
��
高高
校校
でで
はは
結結
構構
一一
生生
懸懸
命命
やや
��
てて
まま
しし
たた
よよ
。。  

  

佐
�
色
川
君
は
ど
�
ち
派
？
「
行
事
な
ん
て
適
当
に
や
ろ

う
」
か
、
そ
れ
と
も
「
燃
え
尽
き
よ
う
」
か
。 

 

色色
��
どど
��
ちち
でで
もも
なな
いい
かか
なな……

。。
真真
んん
中中
ぐぐ
らら
いい
じじ
��
なな

いい
でで
すす
かか
。。  

 

上上
��
私私
もも
別別
にに「「
燃燃
ええ
尽尽
きき
よよ
うう
」」とと
まま
でで
はは
思思
��
てて
なな
かか

��
たた
でで
すす
。。
ここ
れれ
ぐぐ
らら
いい
がが
一一
番番
楽楽
しし
めめ
るる
かか
なな……

��
てて
程程
度度
でで
。。  

 

佐
�
あ
と
、
今
後
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
�
た
�
け
？ 

 

上上
��
理理
数数
探探
究究
がが
きき
つつ
いい
かか
なな……

。。きき
つつ
いい
��
てて
いい
うう
かか
、、

論論
文文
書書
くく
��
てて
いい
うう
、、
自自
分分
たた
ちち
でで
テテ
��
ママ
をを
設設
定定

しし
てて
実実
験験
しし
たた
りり
とと
かか
すす
るる
もも
のの
がが
ああ
るる
んん
でで
すす
けけ

どど
、、
大大
体体
望望
むむ
よよ
うう
なな
結結
果果
はは
得得
らら
れれ
なな
いい
しし
、、
時時

間間
もも
少少
なな
いい
しし……

でで
。。「「
ちち
��
んん
とと
成成
績績
がが
つつ
くく
かか
らら

ねね
」」
��
てて
脅脅
かか
ささ
れれ
なな
がが
らら
やや
��
てて
まま
しし
たた……

。。 
 

佐
�
で
も
、
ち
�
ん
と
や
�
た
ら
面
白
そ
う
だ
け
ど
。 

 

上上
��
私私
たた
ちち
のの
時時
はは
、、
ああ
んん
まま
りり
設設
備備
がが……

。。
でで
もも
、、
３３
ＤＤ

ププ
リリ
ンン
タタ
��
がが
入入
��
たた
みみ
たた
いい
だだ
かか
らら
、、
活活
用用
でで
きき

たた
らら
面面
白白
いい
かか
もも
。。
ああ
とと
はは……

青青
山山
祭祭
かか
なな
。。
私私
のの

時時
はは
ココ
ロロ
ナナ
でで
、、
２２
年年
間間
ぐぐ
らら
いい
適適
当当
なな
感感
じじ
だだ
��

たた……

。。  

迫迫
りり
くく
るる
テテ
スス
トト
をを
うう
まま
いい
ここ
とと
かか
わわ
しし
なな
がが
らら

過過
ごご
せせ
ばば……

。。  
 

佐
�
そ
う
か…

高
校
生
は
や
�
ぱ
り
テ
ス
ト
中
心
に
回
�

て
い
く
か…

。 
 

上上
��
そそ
うう
でで
すす
ねね……

。。
そそ
うう
なな
りり
がが
ちち
でで
すす……

。。  

佐
�
じ
�
あ
、
適
当
に
息
抜
き
を
し
な
が
ら
テ
ス
ト
中
心

の
毎
日
を…

だ
ね
。
息
抜
き
は
漫
画 

？ 
 

色色
��
漫漫
画画
、、
最最
近近
はは
ああ
んん
まま
りり
読読
まま
なな
いい
でで
すす
ねね
。。  

 

佐
�
じ
�
あ
、
何 

？ 

映
画 

？ 

音
楽 
？ 

 

色色
��
時時
間間
なな
いい
��
すす……

。。
勉勉
強強
とと
部部
活活
でで……

。。  
  

佐
�
あ
あ…

部
活
ね
。「
高
校
に
入
�
た
ら
、
部
活
し
た
い

け
ど
大
丈
夫
か
な…

」
と
思
�
て
る
人
も
い
る
と
思

う
け
ど
、
何
て
答
え
る 

？  
 

色色
��
新新
潟潟
高高
校校
のの
場場
合合
、、部部
活活
はは
ゆゆ
るる
めめ
だだ
とと
思思
うう
のの
でで
、、

大大
丈丈
夫夫
だだ
とと
思思
うう
けけ
どど……

。。
多多
分分
いい
けけ
るる
とと
思思
いい
まま

すす
よよ
。。
たた
だだ
、、
野野
球球
・・
ララ
ググ
ビビ
��
はは
やや
ばば
いい
かか
もも
。。
朝朝

練練
((
朝朝
練練
習習
))
もも
ああ
るる
みみ
たた
いい
だだ
しし
。。
ああ
とと
、、
ボボ
��
トト

もも
大大
変変
そそ
うう……

。。  
  

佐
�
で
も
、
や
る
べ
き
？ 

 

色色
��
はは
いい
。。
やや
れれ
るる
んん
なな
らら
やや
るる
べべ
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

 

佐
�
上
村
さ
ん
は
勉
強
ば
か
り
だ
�
た
�
け
？ 

 

上上
��
部部
活活……

ほほ
ぼぼ
行行
かか
なな
くく
てて
もも
いい
いい
みみ
たた
いい
なな
部部
活活
だだ

��
たた
んん
でで……

。。
たた
だだ
,,
科科
学学
のの
甲甲
子子
園園
がが
ああ
��
たた
かか

らら
、、そそ
のの
勉勉
強強
とと
かか
実実
験験
のの
練練
習習
しし
たた
りり
。。本本
当当
、、行行

事事
がが
次次
かか
らら
次次
へへ
とと
どど
んん
どど
んん
来来
るる
かか
らら
、、
２２
年年
生生
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に
な
�
て
、
家
か
ら
い
な
く
な
�
た
ら
、
色
川
家
は

崩
壊
し
て
し
ま
う…

�
て
こ
と
ら
し
い
で
す
。 

 

佐
�
も
し
か
し
て
、
政
治
家
向
き
？ 

 

色色
��
いい
やや
ああ……
最最
近近
のの
ニニ
��
��
スス
とと
かか
見見
てて
もも
、、
政政
治治
家家

にに
はは
なな
りり
たた
くく
なな
いい
でで
すす
ねね……

。。  
 

佐
�
そ
う
い
え
ば
、そ
ろ
そ
ろ「
メ
デ
�
カ
ル
・
コ
�
ス
」

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
�
ス
」
の
選
択
だ
ね
。 

上
村
さ
ん
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
な
い
？ 

 

上上
��
私私
はは
医医
学学
部部
志志
望望
でで
しし
たた
けけ
どど
、、
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
をを
選選

びび
まま
しし
たた
。。
メメ
デデ
��
カカ
ルル
はは
高高
２２
のの
夏夏
のの
研研
修修
がが
病病

院院
のの
見見
学学
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
なな
のの
にに
対対
しし
てて
、、
ササ
イイ
エエ

ンン
スス
はは
筑筑
波波
でで
のの
２２
泊泊
のの
研研
修修
でで
、、
ちち
��
��
とと
いい
いい

感感
じじ
のの
旅旅
館館
にに
泊泊
まま
れれ
るる
んん
でで
すす
。。JJAAXXAA((

宇宇
宙宙
航航

空空
研研
究究
開開
発発
機機
構構))

もも
見見
学学
でで
きき
るる
しし
。。
先先
生生
方方
もも
ササ

イイ
エエ
ンン
スス
のの
人人
たた
ちち
にに
はは「「
数数
学学
がが
好好
きき
なな
人人
たた
ちち
」」

みみ
たた
いい
なな
先先
入入
観観
をを
持持
��
てて
数数
学学
をを
教教
ええ
てて
くく
れれ
るる

かか
らら
、、
難難
しし
いい
問問
題題
にに
接接
すす
るる
ここ
とと
もも
でで
きき
るる
しし
。。

医医
学学
部部
志志
望望
でで
もも
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
選選
ぶぶ
人人
もも
多多
いい
でで
すす

よよ
。。  

 

佐
�
メ
デ
�
カ
ル
を
選
ば
な
い
と
、
そ
こ
で
医
学
部
受
験

が
な
く
な
る
�
て
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
ね
。 

 

上上
��
メメ
デデ
��
カカ
ルル
はは
講講
演演
会会
がが
医医
療療
系系
にに
限限
定定
ささ
れれ
るる
のの

にに
対対
しし
てて
、、
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
ははJJAAXXAA

のの
人人
とと
かか
がが
来来

てて
くく
だだ
ささ
��
てて
、、話話
題題
のの
範範
囲囲
がが
広広
がが
るる
。。ああ
とと
、、メメ

デデ
��
カカ
ルル
はは
先先
生生
もも
ちち
��
��
とと
厳厳
しし
いい
らら
しし
いい……

。。

「「
おお
医医
者者
ささ
んん
にに
最最
後後
ここ
のの
感感
想想
をを
出出
すす
んん
だだ
かか
らら
、、

ちち
��
んん
とと
書書
いい
てて
」」
みみ
たた
いい
なな
ここ
とと
もも
言言
わわ
れれ
るる
らら

しし
いい
しし
。。  

  

佐
�
メ
デ
�
カ
ル
志
望
の
人
が
多
い
？ 

 

色色
��
男男
子子
のの
話話
しし
かか
聞聞
かか
なな
いい
でで
すす
けけ
どど
、、
ササ
イイ
エエ
ンン
スス

のの
方方
がが
多多
いい
でで
すす
かか
ねね
。。  

 

上上
��
女女
子子
はは
メメ
デデ
��
カカ
ルル
がが
多多
いい
かか
なな
。。
女女
子子
にに
はは
医医
療療

方方
面面
にに
進進
みみ
たた
いい
人人
がが
多多
いい
かか
らら
。。「「
物物
理理
とと
かか
ちち
��

��
とと……

」」
��
てて
、、
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
かか
らら
離離
れれ
るる
人人
もも
多多

くく
てて
。。  

 
佐
�
で
も
、
上
村
さ
ん
は
「
物
理
は
ち
�
�
と…

」
�
て

側
の
人
だ
�
た
ん
じ
�
な
い
の
？  

 

上上
��
苦苦
手手
でで
しし
たた
けけ
どど
、、嫌嫌
いい
でで
はは
なな
かか
��
たた
でで
すす
。。講講
演演

をを
聞聞
くく
のの
とと
かか
好好
きき
だだ
��
たた
しし
。。  

 

佐
�
上
村
先
輩
の
話
を
聞
い
て
、
も
う
サ
イ
エ
ン
ス
に
決

ま
り
み
た
い
だ
ね
。 

  

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
はは
いい
。。  

 

佐
�
そ
し
て
、
上
村
先
輩
を
追
�
て
、
東
大
受
験
か
な
？ 

 
色色
��
いい
やや……

そそ
れれ
はは
、、
まま
だだ……

。。  
 

佐
�
上
村
さ
ん
が
「
理
三
へ
」
と
な
�
た
の
は
直
前
だ
�

た
よ
ね
？ 

東
大
へ
�
て
意
識
は
、
ず
�
と
あ
�

た
？ 

 

上上
��
意意
識識
はは
ああ
��
たた
んん
でで
すす
けけ
どど
、、
理理
一一
とと
理理
三三
でで
悩悩
むむ

のの
��
てて
、、
実実
はは
ああ
んん
まま
りり
かか
良良
くく
なな
いい
んん
じじ
��
なな
いい

かか……

みみ
たた
いい
にに
ずず
��
とと
考考
ええ
てて
てて……

。。「「
医医
師師
にに
なな
りり

たた
いい
んん
なな
らら
、、科科
学学
大大((
東東
京京
科科
学学
大大
・・
昨昨
年年
まま
でで
はは

東東
京京
医医
科科
歯歯
科科
大大
))
とと
かか
新新
大大
のの
医医
学学
部部
でで
迷迷
うう
べべ

きき
なな
んん
じじ
��
なな
いい
のの
」」みみ
たた
いい
なな
。。そそ
れれ
でで
、、理理
一一
とと

理理
三三
でで
悩悩
まま
せせ
てて
もも
らら
ええ
たた
のの
もも
、、
親親
のの
理理
解解
ああ
��

てて
のの
ここ
とと
だだ
とと
思思
うう
しし……

うう
んん
。。  

 

佐
�
色
川
君
は
、
ま
だ
完
全
に
半
々
�
て
感
じ
？ 

 

色色
��
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
系系
だだ
とと
、、
将将
来来
何何
にに
なな
れれ
ばば
いい
いい
のの
かか

……

ああ
んん
まま
よよ
くく
分分
かか
らら
なな
いい
のの
でで……

。。
まま
だだ
、、
情情
報報

がが
足足
りり
なな
いい
でで
すす
。。  

佐
�
サ
イ
エ
ン
ス
系
の
「
そ
の
先
が
曖
昧
だ…

」
�
て
こ

と
が
魅
力
的
だ
�
て
人
も
き
�
と
い
る
よ
ね
。
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
風
に
自
分
の
進
む
道
が
変
わ
�
て

い
く
か
�
て
い
う
方
に
魅
力
を
感
じ
る
人
も
い
る

よ
ね
。
先
が
分
か
ら
な
い
か
ら
面
白
い
�
て
い
う
感

じ
で
。
医
学
部
の
場
合
、
も
う
大
体
、
道
が
決
ま
�

ち
�
う
か
ら
ね
。 

 

上上
��
東東
大大
理理
一一
にに
合合
格格
しし
たた
人人
はは
シシ
ンン
フフ
リリ
((「「
進進
振振
りり
制制

24 23
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スス
にに
私私
がが
普普
段段
使使
��
てて
るる
枕枕
とと
加加
湿湿
器器
をを
入入
れれ
てて
くく

れれ
まま
しし
たた
。。  

「「
ああ
なな
たた
がが
寝寝
れれ
たた
のの
はは
、、
私私
がが
枕枕
をを
持持
��
てて
��
たた

おお
かか
げげ
よよ
」」
��
てて
言言
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。「「
枕枕
」」
大大
事事
らら
しし

いい
でで
すす
。。  

普普
段段
通通
りり
のの
リリ
ズズ
ムム
でで
生生
活活
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
しし
てて

くく
れれ
てて
、、
受受
験験
前前
何何
��
月月
かか
ぐぐ
らら
いい
はは
、、
起起
床床
時時
間間
・・

就就
寝寝
時時
間間
もも
固固
定定
しし
てて
たた
しし
。。  

当当
日日
はは
緊緊
張張
しし
たた
けけ
どど
、、
学学
校校
でで
配配
らら
れれ
たた
ププ
リリ

ンン
トト
とと
かか
見見
たた
りり
、、
能能
開開
のの
先先
生生
方方
がが
書書
いい
てて
くく
だだ

ささ
��
たた
寄寄
書書
きき
をを
写写
真真
にに
撮撮
��
てて
いい
��
てて
、、
そそ
れれ
をを

見見
てて
まま
しし
たた
。。
ごご
うう
かか
くく
君君
もも
付付
けけ
てて
いい
��
たた
しし
。。  

ああ
とと
はは
寝寝
たた
ふふ
りり
しし
てて
、、
周周
りり
のの
ザザ
ワワ
メメ
キキ
はは
無無
視視

すす
るる
よよ
うう
にに
しし
てて
。。  

          

佐
�
そ
れ
に
し
て
も
、
理
三
を
受
験
す
る
人
た
ち
に
必
要

な
も
の
�
て
や
�
ぱ
り
、
実
力
が
必
要
な
の
は
も
ち

ろ
ん
な
ん
だ
け
ど
、
勇
気
だ
よ
ね
。 

 

上上
��
押押
しし
切切
るる
力力
、、
みみ
たた
いい
なな
。。  

 

佐
�
定
員
が
98
(
推
薦
入
試
の
定
員
を
除
く
)
か…

そ

こ
を
受
け
よ
う
と
い
う
ね
。 

 

上上
��
確確
実実
なな
人人
たた
ちち
がが
いい
るる
のの
もも
分分
かか
るる
んん
でで
すす
けけ
どど
、、

ほほ
とと
んん
どど
のの
人人
がが
そそ
うう
じじ
��
なな
いい
かか
らら……

。。
そそ
んん
なな

中中
でで
、、「「
自自
分分
がが
出出
願願
すす
るる
側側
にに
なな
るる
のの
かか
、、
しし
なな
いい

側側
にに
なな
るる
のの
かか
」」とと
かか「「
後後
期期
どど
うう
しし
よよ
うう……

」」とと
かか

「「
もも
うう
一一
年年
とと
なな
��
たた
らら
どど
うう
すす
るる
のの
かか……

」」とと
かか
、、

色色
々々
頭頭
のの
中中
をを
駆駆
けけ
巡巡
るる
んん
でで
すす
がが
、、
そそ
れれ
らら
をを
一一

旦旦
置置
いい
とと
いい
てて
、、「「
とと
りり
ああ
ええ
ずず
受受
けけ
よよ
うう
！！
」」
��
てて

いい
うう
思思
いい
切切
りり
がが
。。  

 

佐
�「
理
三
な
ん
だ
か
ら
、も
う
浪
人
し
て
当
た
り
前
！
」

ぐ
ら
い
の
開
き
直
り
で
受
け
て
る
人
が
多
い
よ
ね
。 

 

上上
��
みみ
んん
なな
がが
みみ
んん
なな
合合
格格
しし
てて
もも
、、
入入
るる
わわ
けけ
じじ
��
なな

いい
んん
でで
、、
意意
外外
とと
。。  

  

佐
�
そ
う
ら
し
い
よ
ね…

受
験
マ
ニ
ア
の
人
と
か
も
い
る

ら
し
い
し
ね
。 

 

上上
��
そそ
うう
。。そそ
うう
いい
うう
人人
もも
いい
るる
かか
らら
、、ああ
んん
まま
りり
そそ
のの
受受

験験
会会
場場
にに
いい
るる
人人
みみ
んん
なな
をを
、、
自自
分分
とと
同同
じじ
受受
験験
生生

とと
見見
なな
いい
方方
がが
いい
いい
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
ねね
。。  

  

佐
�
じ
�
あ
、
特
に
緊
張
感
で
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
た…

と

か
で
は
な
か
�
た
ん
だ
ね
？ 

 

上上
��
もも
うう
ここ
ここ
まま
でで
来来
ちち
��
��
たた
らら
もも
うう
受受
けけ
てて
帰帰
るる
しし

かか
なな
いい
しし
。。
受受
けけ
なな
いい
とと
帰帰
れれ
なな
いい
しし
。 

 

佐
�
開
き
直
り
。 

 

上上
��
はは
いい
。。
当当
日日
、、
会会
場場
でで
はは
「「
早早
くく
試試
験験
問問
題題
配配
れれ
よよ
」」

とと
思思
��
てて
まま
しし
たた
。。周周
りり
もも
そそ
んん
なな
感感
じじ
でで
しし
たた
ねね
。。

とと
にに
かか
くく
、、
先先
をを
見見
るる
しし
かか
なな
いい
かか
らら
。。  

 

佐
�
枕
は
ず
�
と
決
ま
�
て
る
の
？ 

 

上上
��
はは
いい
、、
決決
まま
��
てて
まま
すす
ねね
。。  

 

佐
�
東
京
で
の
独
り
暮
ら
し
に
も
持
�
て
行
�
た
？ 

 

上上
��
同同
じじ
のの
をを
母母
がが
２２
個個
買買
��
てて……

。。  
 

佐
�
そ
ん
な
に
拘
り
が
あ
る
ん
だ…

。 
 

上上
��
低低
反反
発発
のの
超超
分分
厚厚
いい
枕枕
じじ
��
なな
いい
とと
納納
得得
がが
いい
かか
なな

いい
んん
でで
すす
よよ
。。
薄薄
��
ぺぺ
らら
いい
枕枕
、、
ああ
んん
まま
りり
好好
きき
じじ

��
なな
くく
てて
。。
でで
きき
るる
だだ
けけ
頭頭
をを
高高
くく
しし
てて
寝寝
たた
いい
かか

らら
。 

 

色色
��
割割
とと
分分
かか
りり
まま
すす
。。  

 

佐
�
そ
う
な
ん
だ
。 

 

色色
��
拘拘
るる
��
てて
ほほ
どど
でで
もも
なな
いい
でで
すす
けけ
どど
、、
頭頭
がが
低低
いい
のの  

はは
嫌嫌
でで
すす
。 
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のの
女女
子子
はは
ダダ
ンン
スス
にに
結結
構構
時時
間間
がが
取取
らら
れれ
るる……

。。  

遊遊
びび
にに
行行
��
たた
りり
もも
しし
てて
まま
しし
たた
。。  

 

佐
�
え
？ 
そ
ん
な
時
間
な
ん
て
あ
�
た
の
？  

 

上上
��
能能
開開
のの
日日
じじ
��
なな
くく
てて
、、
他他
にに
用用
事事
がが
なな
いい
放放
課課
後後

がが
他他
のの
人人
とと
重重
なな
��
たた
らら
、、
ちち
��
��
とと
万万
代代
行行
くく
とと

かか
、、ちち
��
��
とと
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
喋喋
るる
とと
かか
しし
てて
まま
しし
たた
。。  

  

佐
�
息
抜
き
は
必
要
だ
よ
ね
？ 

息
き
抜
き
の
時
間
は
つ

く
ら
な
い
と
ね
。 

 

上上
��
はは
いい
。。なな
んん
かか
、、勉勉
強強
だだ
けけ
しし
てて
るる
とと
本本
当当
にに
世世
界界
がが

なな
んん
かか
偏偏
��
ちち
��
��
てて
、、
つつ
まま
らら
なな
いい
ここ
とと
にに
なな
りり

そそ
うう
だだ
なな
��
てて
思思
いい
まま
すす
。。  

  

佐
�
こ
れ
か
ら
勉
強
が
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
�
て…

。 

で
も
、
色
川
君
は
そ
う
い
う
の
好
き
そ
う
だ
ね
。 

 

色色
��
はは
いい
。。
好好
きき
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

佐
�
も
う
ち
�
�
と
の
我
慢
だ
ね
。
能
開
の
今
の
ク
ラ
ス

だ
と
、
高
２
の
冬
期
講
習
辺
り
で
３
年
間
の
数
学
が

全
部
終
わ
る
か
ら
。
だ
�
た
よ
ね
？ 

 

上上
��
そそ
うう
でで
しし
たた
ねね
。。  

 

佐
�
今
は
ま
だ
ね
、
道
具
を
揃
え
て
る
状
態
だ
け
ど
、
そ

の
後
の
入
試
問
題
の
演
習
に
な
�
た
ら
、
問
題
を
た

く
さ
ん
や
�
て
、
面
白
い
と
思
う
け
ど
ね
。 

 

色色
��
途途
中中
でで
そそ
のの
道道
具具
をを
落落
とと
ささ
なな
けけ
れれ
ばば
、、
多多
分分
。。  

道道
具具
をを
落落
とと
ささ
なな
いい
のの
はは
得得
意意
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

上上
��
能能
開開
でで
習習
うう
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ
でで
大大
丈丈
夫夫
かか
どど
うう
かか
はは
別別

とと
しし
てて
、、
高高
校校
がが
後後
かか
らら
追追
いい
つつ
いい
てて
くく
るる
かか
らら
、、

最最
低低
でで
もも
２２
周周
はは
すす
るる
わわ
けけ
でで
、、
道道
具具
をを
落落
とと
しし
てて

しし
まま
��
てて
もも
、、拾拾
いい
上上
げげ
るる
機機
会会
もも
ああ
るる
わわ
けけ
だだ
しし
。。

数数
学学
がが
好好
きき
なな
らら
大大
丈丈
夫夫
でで
すす
よよ
。。  

  

佐
�
そ
れ
が
能
開
で
予
習
を
す
る
利
点
だ
よ
ね
。
能
開
で

予
習
し
て
、
そ
の
時
は

100
% 

定
着
し
て
な
く
て

も
、
後
で
学
校
で
や
り
、
そ
し
て
、
定
期
テ
ス
ト
の

勉
強
や
り
、
で
、
固
ま
�
て
い
く
か
ら
。 

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
の
時
間
か
な…

。
後
輩
た
ち
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
を
ち
�
�
と
。
能
開
の
使
い
方

み
た
い
な
の
を
後
輩
た
ち
に
。 

 

� 

後
輩
� …

 
枕
�
必
須
！ 

� 

  

色色
��
鉄鉄
人人
カカ
��
ドド
。。  

 

佐
�
必
死
に
集
め
た
？ 

 

色
�
そ
う
で
す
ね
。
福
引
券
さ
え
手
に
入
れ
ら
れ
れ 

ば…

み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。 

 

佐
�
何
？ 

そ
の
福
引 

券
�
て
。 

 

上上
��
私私
もも
分分
かか
らら
なな
いい
でで
すす
。。
ああ
そそ
ここ  

  
  

にに
貼貼
��
てて
ああ
るる
ああ
れれ
でで
すす
よよ
ねね
。。  

仁
�
ポ
イ
ン
ト
が
集
ま
る
と
ガ
ラ
ガ 

ラ
�
と
し
て
、
そ
れ
で
何
が
も 

ら
え
る
か
決
ま
る
�
て
い
う
。 

 

佐
�
そ
れ
、
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
？ 

 

仁
�
結
構
、
色
川
君
の
学
年
は
。 

 

佐
�
試
験
の
際
に
持
参
し
た
方
が
い
い
も
の
と
か
、
緊
張

へ
の
対
処
法
と
か
。 

 

色色
��
緊緊
張張
はは
しし
まま
しし
たた
けけ
どど……

まま
ああ
、、
周周
りり
にに
知知
��
てて
るる

人人
がが
多多
かか
��
たた
のの
でで……

。。
まま
ああ
、、「「
とと
にに
かか
くく
勉勉
強強
しし

てて
いい
くく
！！
」」
でで
すす
ねね
。。  

 

佐
�
そ
う
か
。
勉
強
し
て
自
信
つ
け
る
し
か
な
い
か
。 

上
村
さ
ん
は
？  

 

上上
��
大大
学学
受受
験験
のの
時時
、、母母
親親
がが
色色
々々
頑頑
張張
��
てて
くく
れれ
てて
、、歩歩

いい
てて
行行
けけ
るる
所所
にに
ホホ
テテ
ルル
をを
とと
��
てて
くく
れれ
たた
りり
。。  

ああ
とと
、、ここ
れれ
はは
母母
にに「「
絶絶
対対
にに
話話
しし
てて
きき
なな
ささ
いい
」」

��
てて
言言
わわ
れれ
たた
んん
でで
すす
がが
、、
でで
��
かか
いい
スス
��
ツツ
ケケ
��
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終
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新新
潟潟
校校  

仁仁
村村  

信信
哉哉  

  
 上

村
さ
ん
を
初
め
て
授
業
で
受
け
持
�
た
の
は
、
中
学

１
年
生
の
時
で
し
た
。
当
時
は
全
く
し
�
べ
る
こ
と
が
な

く
、
お
と
な
し
く
淡
々
と
学
習
し
て
い
る
子
で
し
た
。
そ

ん
な
上
村
さ
ん
が
い
つ
の
間
に
か
周
囲
の
子
た
ち
と
打

ち
解
け
、
中
心
に
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
彼
女
自
身
の
人
と

し
て
の
魅
力
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
。

上
村
さ
ん
と
い
る
と
、
周
囲
の
子
た
ち
も
、
い
つ
の
間
に

か
何
か
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
面
白
そ

う
に
し
て
い
ま
す
。
気
が
付
く
と
、
み
ん
な
が
何
か
に
一

生
懸
命
に
な
�
て
い
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
巻
き
込
む

力
」
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

色
川
君
を
初
め
て
授
業
で
担
当
し
た
の
は
中
学
２
年

生
の
時
で
し
た
。
物
静
か
で
我
が
道
を
行
く
、
良
い
意
味

で
自
由
な
人
と
い
う
印
象
で
し
た
。
当
初
は
他
人
に
は
そ

れ
ほ
ど
関
心
が
な
く
、
自
分
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
一

生
懸
命
に
な
る
子
に
思
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ

け
で
も
素
敵
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
周
囲
の
子
に
対
し

て
気
遣
い
が
で
き
る
子
に
な
�
て
い
ま
し
た
。
印
象
的
だ

�
た
の
が
対
談
で
も
話
し
た
、
高
校
入
試
の
倍
率
が
発
表

さ
れ
た
日
の
こ
と
で
す
。
自
分
の
こ
と
に
し
�
か
り
取
り

組
む
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
、

時
に
は
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
素
晴
ら
し
い
人

間
に
な
�
て
い
ま
し
た
。 

２
人
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
何
事
に
も
ひ
た

む
き
に
取
り
組
み
、
他
者
へ
の
敬
意
を
持
ち
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
�
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人
は
、
周
囲
か
ら
の

信
頼
を
得
ら
れ
、
周
囲
の
人
も
勝
手
に
寄
�
て
き
ま
す
。

上
村
さ
ん
も
色
川
君
も
結
果
を
出
し
て
い
る
か
ら
人
が

寄
�
て
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
人
だ
か
ら
こ

そ
信
頼
さ
れ
、
周
囲
の
人
も
寄
�
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
結
果
を
出
し
て
い
る
の
も
す
ご
い
の
で

す
が
、「
こ
う
い
う
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
だ
か
ら
結
果
を
出

せ
る
」
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

対
談
を
終
え
て
感
じ
た
の
は
、「
こ
の
人
た
ち
と
、も
�

と
も
�
と
話
を
し
た
い
！
」
と
い
う
想
い
で
し
た
。
本
当

に
魅
力
的
な
２
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
大
人
に
な
�

て
い
く
の
か
、
本
当
に
楽
し
み
で
す
。 
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�
家
族 

…
 

感
謝
� 

  

仁
�
色
川
君
の
家
族
と
の
関
係
性…

良
か
�
た
な…

。
講

習
の
時
と
か
、
結
構
早
く
に
来
て
も
車
か
ら
降
り
て

こ
な
い
で
す
よ
。
何
し
て
ん
の
か
な…

と
思
�
た
ら
、

ず
�
と
話
し
て
る
ん
で
す
、
車
の
中
で
。
親
子
で
な

ん
か
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら
喋
�
て
て
。
そ
し
て
、

直
前
に
な
�
て
よ
う
や
く
降
り
て
く
る
み
た
い
な
。 

 

色色
��
そそ
うう
でで
すす
ねね
。。
家家
族族
みみ
んん
なな
仲仲
がが
いい
いい
でで
すす
ねね
。。  

同同
じじ
漫漫
画画
とと
かか
もも
読読
むむ
しし
。。  

  

佐
�
上
村
さ
ん
は
、
そ
ん
な
⾧
時
間
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

い
た
ら
ず
�
と
喧
嘩･･･

？ 
 

上上
��
いい
やや
、、
実実
はは
仲仲
はは
いい
いい
んん
でで
すす
よよ
。。
似似
てて
るる
んん
でで
。。  

同同
じじ
土土
俵俵
なな
んん
でで
すす
よよ
、、
ずず
��
とと
。 

 

佐
�「
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
遣
�
て
く
れ
た
」
と
か
「
こ
ん

な
風
に
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
る
」
と
か
、
特
に
受

験
前
と
か
、
何
か
あ
る
？ 

  

色色
��
受受
験験
にに
集集
中中
しし
なな
いい
��
てて
いい
うう
かか･･････

。。  
  

佐
�
あ
あ
、
極
力
普
通
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
気
を
配
�
て

く
れ
て
た
感
じ
か
。 

  

上上
��
なな
んん
かか
、、
もも
��
とと
色色
々々
感感
謝謝
しし
たた
方方
がが
いい
いい
んん
でで
しし

��
うう
けけ
どど･･････

。。能能
開開
へへ
のの
送送
迎迎
とと
かか
もも
６６
年年
間間
ずず
��

とと
でで
しし
たた
しし
。。  

特特
にに
中中
１１
のの
頃頃
とと
かか
、、
弟弟
もも
まま
だだ
小小
ささ
くく
てて
、、
手手

もも
かか
かか
るる
だだ
ろろ
うう
にに
、、「「
よよ
くく
もも
まま
ああ
、、
ここ
んん
なな
にに
来来

てて
くく
れれ
るる
なな･･････

」」
��
てて
思思
��
てて
まま
しし
たた
。。  

小小
中中
学学
生生
のの
頃頃
はは
勉勉
強強
もも
教教
ええ
てて
もも
らら
��
たた
しし
。。

他他
塾塾
のの
認認
定定
試試
験験
にに
受受
かか
らら
なな
かか
��
たた
時時
とと
かか
、、
親親

がが
１１
回回
全全
部部
見見
てて
くく
れれ
てて･･････

なな
んん
かか
、、いい
つつ
もも
同同
じじ

土土
俵俵
でで
、、
同同
じじ
とと
ここ
ろろ
にに
いい
てて
くく
れれ
るる
��
てて
感感
じじ
でで

しし
たた
。。  

大大
学学
受受
験験
前前
日日
にに「「
入入
試試
会会
場場
のの
下下
見見
にに
行行
ここ
うう
」」

��
てて
言言
わわ
れれ
てて
、、
私私
がが
「「
いい
やや
、、
そそ
んん
なな
時時
間間
はは
なな

いい
」」とと
言言
��
たた
らら
、、母母
一一
人人
だだ
けけ
行行
��
てて
くく
れれ
てて
、、ぐぐ

るる
ぐぐ
るる
回回
��
てて
きき
てて
、、
色色
んん
なな
とと
ここ
ろろ
でで
写写
真真
をを
撮撮

��
てて
きき
てて
くく
れれ
てて
、、「「
今今
なな
らら
私私
がが
完完
璧璧
にに
ガガ
イイ
ドド
でで

きき
るる
かか
らら
、、
もも
うう
１１
回回
行行
ここ
うう
！！
」」
とと
結結
局局
連連
れれ
出出

ささ
れれ
てて･･････

。。
いい
つつ
もも
同同
じじ
とと
ここ
ろろ
でで
、、
同同
じじ
もも
のの
をを

見見
てて
くく
れれ
てて
いい
るる
かか
らら
、、
そそ
れれ
がが
ああ
りり
がが
たた
かか
��
たた

でで
すす
ねね
。。  

父父
はは
、、
送送
迎迎
とと
かか
おお
弁弁
当当
とと
かか
、、
細細
かか
いい
ここ
とと
をを

しし
てて
くく
れれ
たた
しし･･････

本本
当当
にに
ああ
りり
がが
たた
かか
��
たた
でで
すす
。。  

  

仁
�
挫
け
そ
う
に
な
�
た
り
、
諦
め
そ
う
に
な
�
た
り
し

た
時
、ど
う
や
�
て
脱
却
を
？ 

そ
ん
な
時
、何
が
支

え
に
？ 

 

色色
��
親親
はは
もも
ちち
ろろ
んん
支支
ええ
にに
なな
��
たた
しし
、、
辛辛
いい
時時
とと
かか
。。  

ああ
とと
、、
レレ
ベベ
ルル
のの
高高
いい
友友
達達
がが
いい
るる
、、
そそ
んん
なな
友友
達達

とと
勉勉
強強
でで
きき
るる
��
てて
いい
うう
状状
態態
にに
ああ
るる
ここ
とと
がが
一一
番番

のの
モモ
チチ
ベベ
��
シシ
��
ンン
でで
しし
たた
。。「「
ここ
いい
つつ
がが
でで
きき
るる
んん

なな
らら
俺俺
もも
やや
るる
！！
」」
みみ
たた
いい
なな
感感
じじ
でで
。。  

  

佐
�
上
村
さ
ん
は
？ 

  

上上
��
高高
校校
受受
験験
はは
、、両両
親親
のの
存存
在在
・・
一一
言言
がが
やや
��
ぱぱ
りり
大大
きき

かか
��
たた
でで
すす
。。
母母
かか
らら
のの
「「
ああ
んん
たた
はは
妥妥
協協
すす
るる
とと

後後
でで
めめ
��
ちち
��
後後
悔悔
すす
るる
しし
、、
自自
分分
よよ
りり
凄凄
いい
人人
がが

いい
��
ぱぱ
いい
いい
るる
場場
所所
じじ
��
なな
いい
とと
、、
すす
ぐぐ
つつ
まま
んん
なな

くく
なな
��
ちち
��
うう
よよ
」」
��
てて
言言
葉葉
もも
記記
憶憶
にに
残残
��
てて
まま

すす
。。  

  
  

  

挫挫
けけ
そそ
うう
なな
時時
にに
はは
、、
自自
分分
でで
立立
ちち
直直
��
てて
いい
たた

わわ
けけ
じじ
��
なな
くく
、、
がが
��
つつ
りり
一一
度度
挫挫
けけ
るる
派派
だだ
��
たた

でで
すす
。。
最最
大大
限限
落落
ちち
込込
んん
でで
、、「「
もも
うう
やや
るる
しし
かか
なな
いい

かか･･････

」」
��
てて
思思
うう
まま
でで
。。  

  
  

  

親親
友友
達達
はは
高高
校校
のの
時時
もも
ずず
��
とと
支支
ええ
てて
くく
れれ
てて
たた

しし
、、
特特
にに
友友
達達
はは
みみ
んん
なな
もも
進進
路路
でで
悩悩
んん
でで
いい
たた
かか

らら
、、
いい
��
ぱぱ
いい
話話
しし
たた
りり
しし
てて
まま
しし
たた
けけ
どど
、、
最最
後後

はは
、、「「
自自
分分
がが
歳歳
をを
取取
��
たた
とと
きき
、、
後後
悔悔
がが
なな
いい
方方
がが

いい
いい
なな
」」「「
一一
回回
挑挑
戦戦
しし
てて
みみ
るる
��
てて
のの
もも
いい
いい
んん
じじ

��
なな
いい
？？
」」
みみ
たた
いい
にに
自自
分分
でで
納納
得得
しし
てて
。。  

  

佐
�
で
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
。
ほ
ん
と
、
⾧
時
間
に
渡

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
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白白
山山
駅駅
前前
校校  

高高
校校
部部  

佐佐
野野  

雅雅
人人  

  

会
話
の
中
に
「
要
す
る
に
」「
要
は
」「
と
に
か
く
」
が

多
く
出
て
く
る
人
は
、
相
手
を
下
に
見
て
い
て
、
無
意
識

に
〈
上
か
ら
目
線
〉
で
話
を
し
て
い
る
人
だ
、
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。 

そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は

「
普
通
に
言
�
て
も
お
前
に
は
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、簡
単
に
要
約
す
る
と
な･･･

」「
⾧
々
と
説
明
し
て
も
、

ど
う
せ
お
前
に
は
伝
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
手
短
に
ま

と
め
る
と
な･･･

」
と
い
う
意
識
が
含
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。 

今
回
の
総
代
対
談
、
⾧
時
間
に
渡
り
、
三
時
間
近
く
に

な
�
た
。
そ
の
中
で
、
総
代
２
人
の
口
か
ら
は
一
度
も
こ

れ
ら
の
言
葉
が
出
な
か
�
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
験
で
頂
点

に
立
�
た
と
い
�
て
も
い
い
２
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
２
人
の
性
格
・
性
質
が
現
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。 

上
村
さ
ん
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
他
校
の
生
徒
た
ち
を

惹
き
付
け
、
気
付
い
た
ら
ク
ラ
ス
の
中
心
的
存
在
に
な
�

て
い
た
。色
川
君
は
、他
人
を
思
い
遣
る
優
し
さ
を
育
み
、

周
囲
に
尊
敬
・
憧
れ
を
抱
か
せ
る
存
在
に
な
�
て
い
�
た
。 

「
要
す
る
に
」「
要
は
」「
と
に
か
く
」
を
一
度
も
発
し

な
か
�
た
２
人
は
、
今
回
の
対
談
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

十
分
に
証
明
し
て
く
れ
た
。 

彼
ら
２
人
の
担
当
者
と
し
て
、嬉
し
か
�
た
の
は
、「
２

人
と
も
能
開
で
成
⾧
で
き
た
ん
だ
」
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
。

「
２
人
と
も
能
開
を
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
を
高
め
て
く
れ

る
と
こ
ろ
」
と
感
じ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
。 

能
開
が
彼
ら
の
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
を
高
め
た
よ
う
に
、

上
村
さ
ん
は
私
の
そ
れ
を
高
め
て
く
れ
た
存
在
だ
�
た
。

そ
し
て
、
色
川
君
は
私
の
そ
れ
を
現
在
高
め
て
く
れ
て
い

る
。 彼

ら
だ
け
じ
�
な
く
、
今
ま
で
能
開
で
学
ん
で
き
て
く

れ
た
人
た
ち
、
現
在
学
ん
で
く
れ
て
い
る
人
た
ち
、
彼
ら

へ
の
感
謝
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
貴
重
な
時
間
だ

�
た
。 
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